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飛
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大
名
行
列
お
姫
様
・
腰
元
役
募
集
！

募
集
人
員

　

お
姫
様�（
市
内
在
住
ま
た
は
出
身
の
未

婚
の
女
性
の
方
）　
　

１
名

　

腰　

元�（
市
内
在
住
ま
た
は
出
身
の
未

婚
の
女
性
の
方
）　
　

若
干
名

※
８
月
25
日（
日
）13
時
30
分
か
ら
総
練
習

が
あ
り
ま
す
。

※
８
月
上
旬
に
衣
装
・
鬘
合
わ
せ
が
あ
り

ま
す
。

※
応
募
者
が
多
数
の
場
合
は
、
選
考
会
を

行
い
ま
す
。

小
・
中
学
生
出
演
者
募
集
！ 

　

あ
な
た
も
大
名
行
列
に
参
加
し
、
鮮
や

か
な
時
代
絵
巻
の
再
現
の
一
役
を
担
い
ま

せ
ん
か
？

出
演
日
時

　

９
月
１
日（
日
）11
時
〜
18
時

募
集
人
員

　

小
・
中
学
生
女
子　
　
　

若
干
名

　

※
身
長
１
４
５
cm
以
上

　

今
年
は
「
宵
祭
り
」
が
８
月
31
日
（
土
）

に
、「
ふ
る
さ
と
時
代
祭
り
」が
９
月
１
日

（
日
）
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
祭
り
の
呼
び

物
と
し
て
繰
り
出
さ
れ
る
大
名
行
列
は
総

勢
１
２
０
名
で
奴
姿
の
赤
熊
、
お
姫
様
や

お
殿
様
た
ち
が
歴
史
絵
巻
を
繰
り
広
げ
ま

す
。
皆
さ
ま
も
こ
の
大
名
行
列
に
参
加
し

ま
せ
ん
か
。

出
演
日
時　

９
月
１
日（
日
）11
時
〜
18
時

各
出
演
応
募
締
切　

７
月
12
日（
金
） 

『
八
朔
屋
台
』曳
き
手
募
集
！

　

８
月
31
日（
土
）の「
宵
祭
り
」、
９
月
１

日（
日
）の「
ふ
る
さ
と
時
代
祭
り
」に
繰
り

出
さ
れ
る
、
市
指
定
有
形
文
化
財
で
あ
る

八
朔
屋
台
を
曳
い
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

出
演
日
時

　

８
月
31
日（
土
）16
時
～
21
時

　

９
月
１
日（
日
）12
時
〜
18
時

募
集
人
員　

一
般
男
女
あ
わ
せ
て
40
名
程
度

※
８
月
31
日（
土
）、
９
月
１
日（
日
）の
両

日
参
加
で
き
る
方
。

※
応
募
者
が
多
数
の
場
合
、
抽
選
に
よ
り

決
定
し
ま
す
。

申
込
・
問
合
先　

八
朔
祭
屋
台
保
存
会
連

合
会
事
務
局　

滝
口　

☎（
43
）２
４
８
９

『
八
朔
in
つ
る
』参
加
者

＆
ス
タ
ッ
フ
募
集

　

９
月
１
日
（
日
）
の
夜
、
谷
村
第
一
小
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
う
「
八
朔
in
つ
る
」
の

参
加
者
・
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。
ス

テ
ー
ジ
で
の
発
表
、
テ
ン
ト
で
展
示
な
ど

を
し
た
い
団
体
や
サ
ー
ク
ル
、
お
祭
り
を

盛
り
上
げ
る
企
画
・
ア
イ
デ
ア
の
あ
る
方
、

お
祭
り
好
き
な
方
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
年
齢
は
、
18
歳
以
上
の
方
に
限
り
ま
す
。

問
合
・
申
込
先　

　

八
朔
in
つ
る
実
行
委
員　

岩
間　

　

☎
０
９
０（
８
１
７
５
）４
２
４
７

赤
熊
を
演
じ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

大
名
行
列
の
花
形
と
も
言
え
る
赤
熊
を

一
緒
に
演
じ
て
み
ま
せ
ん
か
？

募
集
人
員　

一
般
男
性　

若
干
名

※
８
月
20
日
（
火
）、
21
日
（
水
）、
22
日

（
木
）
19
時
か
ら
の
赤
熊
練
習
と
、
25
日

（
日
）
13
時
30
分
か
ら
の
総
練
習
の
全
て

に
参
加
で
き
る
方
。

責
任
者　

下
天
神
町
大
名
行
列
保
存
会

八
朔
祭（
ふ
る
さ
と
時
代
祭
り
）に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

小
学
３
年
生
以
上
男
子　

若
干
名

　

※
身
長
１
３
０
cm
以
上

※
８
月
25
日（
日
）13
時
30
分
か
ら
の
総
練

習
に
参
加
で
き
る
方
。

配　

役　

そ
れ
ぞ
れ
衣
装
を
ま
と
い
大
名

行
列
に
入
っ
て
行
進
し
ま
す
。

　

女
子　

拍
子
木
・
金
棒
・
鷹
匠
・
御
小
姓

　

男
子　

鉄
砲
組
・
槍
組
・
弓
組

選
考
方
法　

出
演
者
は
自
治
会
推
薦
を
優

先
と
し
、
欠
員
分
を
一
般
公
募
と
し
ま

す
。
応
募
者
が
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
に

よ
り
決
定
し
ま
す
。

共
通
申
込
・
問
合
先

　

�

産
業
課
内
ふ
る
さ
と
時
代
祭
り
実
行
委

員
会
事
務
局

　

☎（
43
）１
１
１
１　

内
線
１
５
６

ふ
る
さ
と
時
代
祭
り

打
上
花
火
協
賛
金
の
募
集
に
つ
い
て

　

ふ
る
さ
と
時
代
祭
り
花
火
の
協
賛
金
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

詳
細
は
、
ふ
る
さ
と
時
代
祭
り
実
行
委

員
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
皆

さ
ま
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

問
合
先　

産
業
課
内 

ふ
る
さ
と
時
代
祭

り
実
行
委
員
会
事
務
局

　

☎（
43
）１
１
１
１（
内
線
１
５
６
）
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申
し
込
み
は
ス
マ
ホ
で
撮
っ
た
写
真
で
も
Ｏ
Ｋ
！

お
気
に
入
り
が
撮
れ
た
ら
す
ぐ
メ
ー
ル
で
応
募
！

写
真
は
持
参
・
郵
送
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
！　

ど
ん
ど
ん
応
募
し
て
く
だ
さ
い
！

メールアドレス

①メール件名
　『八朔祭フォ
トコンテスト』
と記入
②必要事項
　『写真のタイ
ト ル、 住 所、
氏 名（ ふ り が
な ）、 生 年 月
日、電話番号』
を 記 入 し、 応
募写真を貼付

スマートフォンで応募する場合

撮影対象日　８月31日（土）　宵祭り、９月１日（日）　ふるさと時代祭り、八朔 in つる
締切日　９月６日（金）16時まで
応募先　都留市役所　総務課　法制広報担当

応募方法
１．Ｅメール
　photocon@city.tsuru.lg.jp
①�メールの件名を『八朔祭フォトコンテスト』にする。
②�本文に『写真のタイトル、住所、氏名（ふりがな）、生年月日、電
話番号』を記載する。
③�撮影した画像をメールに添付（10㎆まで）する。
※�１通のメールで応募できるのは、１作品のみとします。複数の作

品を応募する場合は、１作品ごとにメールで送信してください。
２．直接持参または郵送
　〒402-8501（住所不要）
　都留市役所 八朔祭フォトコンテスト事務局
①2Ｌ判の写真用紙にプリントする。
②�写真の裏に『写真のタイトル、住所、氏名（ふりがな）、生年月日、
電話番号』を記載する。

 昨年度の最優秀賞作品

表　彰
最優秀賞（都留市長賞）　…　１点：賞状・副賞（３万円）
優秀賞　　　　　　　　…　４点：賞状・副賞（１万円）
※18 歳未満の方が入賞された場合は、副賞が図書券もしくは QUO カードにて表彰します。

応募要件
①１人３枚まで（数枚を組み合わせた組写真は対象外）。
�②�応募作品の著作権については都留市及び都留市観光協会に帰属す
るものとし、広報活動に無償で自由に使用できるものとします。

、つるたろう、Ｓ29.4.29

『躍動』
小俣　仁 様（都留市）

八朔祭 フォトコンテスト開催！
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い
ー
ば
し
ょ
開
催

禾
生
地
区『
さ
な
え
会
』

日　

程　

７
月
９
、
16
日（
火
）

時　

間　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

場　

所　

保
寿
院
内 

以
為
芭
笑

参
加
費　

 

１
カ
月
３
０
０
円

問
合
先　

長
田

　

☎
０
８
０（
１
０
５
１
）８
３
３
８

開
地
地
区『
集
寺（
つ
ど
っ
て
ら
ー
）』

日　

程　

７
月
12
、
19
、
26
日（
金
）

時　

間　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

場　

所　

真
福
寺
客
殿

参
加
費　

１
回
３
０
０
円

問
合
先　

真
福
寺　

亀
澤

　

☎（
43
）３
４
２
４

認
知
症
カ
フ
ェ

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
お
お
ば
ら

日　

時　

７
月
11
日（
木
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

場　

所　

み
ん
な
の
家

参
加
費　

１
０
０
円

申
込
・
問
合
先　

み
ん
な
の
家　

　

☎（
56
）８
２
０
０

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
つ
る

日　

時　

７
月
21
日（
日
）14
時
～
16
時

場　

所　

都
留
市
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

１
０
０
円

申
込
・
問
合
先　

社
会
福
祉
協
議
会

　

☎（
56
）５
１
１
７

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

～
ま
ず
は
あ
な
た
が
理
解
者
に
な
ろ
う
～

　

認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、
認

知
症
の
人
や
家
族
を
温
か
く
見
守
る
応
援

者
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

こ
の
養
成
講
座
を
受
講
し
た
人
は
サ

ポ
ー
タ
ー
に
な
り
ま
す
。
受
講
者
に
渡
さ

れ
る
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
は
、
認
知
症
の
人

を
支
援
す
る
意
思
を
示
す
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

は
、
近
所
の
集
ま
り
や
自
治
会
な
ど
の
集

会
、
企
業
研
修
な
ど
10
名
以
上
集
ま
れ
ば

出
張
講
座
も
行
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。

日　

時　

７
月
24
日（
水
）

　
　
　
　

18
時
30
分
～
20
時

場　

所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
都
留

　
　
　
　

2
階
機
能
訓
練
室

対　

象　

主
に
市
民

受
講
費　

無
料

※
受
講
を
希
望
さ
れ
る
場
合
、
事
前
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。
左
記
申
込
先
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

講
座
の
内
容

　

認
知
症
の
診
断
・
治
療
・
予
防
お
よ
び

対
応
な
ど
話
し
合
い
を
し
な
が
ら
分
か
り

や
す
く
講
話
し
ま
す
。

申
込
・
問
合
先

長
寿
介
護
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎（
46
）５
１
１
４　

もっと。
ずっと。

元気問合先　長寿介護課
　　　　地域包括支援センター
　　　　☎（46）5114

介
護
者
交
流
会　

～
在
宅
介
護
の
方
、

　
　

一
緒
に
語
り
合
い
ま
せ
ん
か
～

　

介
護
を
し
て
い
る
方
や
介
護
経
験
の
あ

る
方
が
悩
み
を
相
談
し
た
り
、
情
報
交
換

を
し
た
り
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
す
る
会
で

す
。

日　

時　

７
月
19
日（
金
）10
時
～
12
時

場　

所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
都
留 

　
　
　
　

２
階
機
能
訓
練
室

対
象
者　

現
在
介
護
を
行
っ
て
い
る
方
、

介
護
経
験
者
、
介
護
従
事
者
及
び
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

※
当
事
者
の
参
加
も
で
き
ま
す
の
で
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

参
加
費　

１
０
０
円

内　

容

○
介
護
者
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ 

　

～
懐
か
し
の
歌
を
み
ん
な
で
歌
お
う
～

　

講　

師　

藤
本
理
恵
氏

○
懇
親
会

○
昼
食
会（
希
望
者
の
み
）

　

時　

間　

12
時
～
13
時
30
分

　

※�

交
流
会
予
約
時
に
申
し
込
み
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　

食
事
代　

６
０
０
円（
自
己
負
担
）

送　

迎　

参
加
希
望
で
交
通
手
段
の
な
い

方
は
タ
ク
シ
ー
を
手
配
し
ま
す
。
予
約
時

に
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

拡
大
版
！

　

今
月
号
の
『
も
っ
と
。
ず
っ
と
。
元
気
』

は
拡
大
版
と
し
て
、『
い
ー
ば
し
ょ
』
特
集

を
お
届
け
し
ま
す
。

　
「『
い
ー
ば
し
ょ
』
っ
て
な
に
？
ど
ん
な

こ
と
を
す
る
の
？
行
っ
て
み
た
い
ん
だ
け

ど
…
」
そ
ん
な
疑
問
や
不
安
な
点
な
ど
に

つ
い
て
お
答
え
し
ま
す
。
ご
近
所
や
友
人

な
ど
を
お

誘
い
の
う

え
、
お
気

軽
に
お
越

し
く
だ
さ

い
。
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地域 団体名 実施主体 開催日 活動内容の一例

禾生

① さなえ会 住民有志 第2 第4 火曜日 体操、踊り、健康講話、
児童との交流会

２ 四日市場自治会 四日市場
老人クラブ 月1 回 体操、カラオケ、塗り絵

３ かるがもクラブ 富士見台自治会、
住民有志 月1 回 体操、レクリエーション、

健康講話

４ 古川渡自治会 古川渡自治会、
老人クラブ 月1 回 体操、介護予防、健康講話

５ 月見ケ丘自治会 月見ケ丘自治会 平日 体操、カラオケ、囲碁、塗り絵
６ いゝな清泉会 住民有志 月2 回 体操、健康講座、書道、交流会
７ いーばしょ田野倉 住民有志 月2 回 健康体操、健康講座、茶会

谷村

８ 弁天町自治会 弁天町自治会、
老人クラブ 第3 木曜日 カラオケ、健康講話、

児童との交流会
９ 新井さくらクラブ 新井自治会 第1 日曜日 体操、レクリエーション

10 新町居場所会 住民有志 毎週日曜日 体操、健康講話、親睦会、
もちつき

11 上町いーばしょ会 老人クラブ 毎週火曜日 体操、カラオケ、健康講話、
花火大会

⑫ 日本舞踊で
健康体操　恵会 住民有志 毎週火・木曜日 体操、踊り、遠足、親睦会

13 桜星会 住民有志 月2 回 交流会、体操、ランチ
14 風の会 住民有志 月3 回 健康体操、親睦会

三吉 15 仲良倶楽部 宮原自治会 月1 回 体操、健康講話、書道、座禅、
園児との交流

開地 ⑯ 集寺
（つどってらー） 住民有志 毎週金曜日 体操、健康講話、交流会

宝
17 下大幡自治会 下大幡自治会、

老人クラブ 第1 第3 日曜日 体操、カラオケ、健康講話、
多世代交流

18 いーばしょ上大幡 住民有志 月3 ～ 4 回 文化伝承、料理教室、体操

盛里

19 いーばしょ与縄 住民有志 第1 第3 水曜日 健康体操、身体測定、交流会
20 一笑会 住民有志 月2 回 体操、健康講座、脳トレ
21 レダムドゥダイラ 住民有志 月1 回 健康講座、脳トレ、交流会
22 いーばしょ笑くぼ 久保自治会 月1 回 健康講座、体操、交流会

※①、⑫、⑯の「いーばしょ」は、ほかの地区からの参加も可能です。詳細は長寿介護課までお問い合わせください。

　
　

�「
い
ー
ば
し
ょ
」っ
て
聞
く
け
ど

　
　

実
際
に
ど
ん
な
場
所
な
の
？

　

高
齢
の
方
が
身
近
な
場
所
で
気
軽
に

立
ち
寄
っ
て
、
お
茶
を
一
緒
に
飲
ん
だ

り
、
体
操
を
し
た
り
、
趣
味
の
活
動
を

し
た
り
す
る
場
所
で
す
。

　

い
つ
ま
で
も
健
康
で
い
る
に
は
、

し
っ
か
り
と
し
た
「
栄
養
」「
運
動
」「
社

会
参
加
」
が
重
要
と
言
わ
れ
て
い
る
の

で
、「
い
ー
ば
し
ょ
」
に
参
加
す
る
こ
と

は
、
健
康
づ
く
り
に
と
て
も
役
立
ち
ま

す
。 問問問

　
　

�「
い
ー
ば
し
ょ
」は
他
に
な
に
か

　
　

特
別
な
こ
と
を
す
る
の
？

　

例
え
ば
運
動
指
導
士
や
理
学
療
法
士

に
よ
る
健
康
体
操
や
脳
ト
レ
教
室
な
ど

や
、
保
健
師
に
よ
る
健
康
講
話
な
ど
も

行
う「
い
ー
ば
し
ょ
」も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
他
に
も
各
団
体
ご
と
に
特
色
あ

る
活
動
も
あ
り
ま
す
。「
い
ー
ば
し
ょ
」

は
自
治
会
や
老
人
ク
ラ
ブ
、
住
民
主
体

で
運
営
さ
れ
て
い
る
た
め
、
参
加
者
自

身
が
し
た
い
こ
と
を
考
え
、
活
動
内
容

を
決
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　

も
っ
と
詳
し
く
知
り
た
い
…

　
　

行
っ
て
み
た
い
ん
だ
け
ど
…

　

市
内
に
は
現
在
22
の
「
い
ー
ば
し
ょ
」

が
活
動
し
て
い
ま
す（
下
図
参
照
）。

　

活
動
場
所
や
時
間
帯
な
ど
詳
細
は
長

寿
介
護
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■「いーばしょ」一覧

「いーばしょ」ってなあに？
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つる市政 Topics

柿か
き
ぬ
ま沼　

祐ゆ
う
い
ち一

　

６
月
よ
り
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
着
任

し
ま
し
た
柿
沼
祐
一
で
す
。

　

私
は
16
年
間
国
家
公
務
員
と
し
て
勤
務
し
た

の
ち
、
沖
縄
県
宮
古
島
で
10
年
間
、
カ
フ
ェ
を

経
営
し
て
い
ま
し
た
。
カ
フ
ェ
で
は
宮
古
島
産

の
食
材
を
使
っ
た
料
理
な
ど
が
好
評
を
い
た
だ

き
、
地
場
産
物
の
ア
ピ
ー
ル
の
一
助
に
な
れ
た

の
で
は
と
考
え
て
い
ま
す
。
お
客
さ
ま
と
島
の

観
光
や
現
状
、
移
住
な
ど
に
つ
い
て
お
話
を
す

る
機
会
が
多
く
、
漠
然
と
で
す
が
、
ま
ち
お
こ

し
や
地
方
創
生
な
ど
に
関
わ
る
こ
と
に
興
味
を

も
ち
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
都
留
市
が
移
住
・
定
住

に
向
け
て
の
活
動
や
地
域
が
活
性
化
す
る
た
め

の
企
画
立
案
な
ど
を
行
う
地
域
お
こ
し
協
力
隊

隊
員
を
募
集
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
た
び

応
募
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
積
極
的
に
情
報
収
集
や
地
域
の
イ

ベ
ン
ト
な
ど
に
参
加
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
移
住
者
と
し
て
の
目
線
で
市
の
魅

力
を
発
見

し
、
移
住
・

定
住
の
促

進
や
地
域

の
活
性
化

に
役
立
て

て
い
け
る

よ
う
行
動

し
て
参
り

ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く

お
願
い
い

た
し
ま
す
。

藤ふ
じ
し
ま島　

栄ま
さ
み実

　

初
め
ま
し
て
！
東
京
か
ら
移
住
し
て
参
り
ま
し

た
藤
島
栄
実
と
申
し
ま
す
。

　

東
京
の
巣
鴨
で
生
ま
れ
育
ち
、
高
校
を
卒
業

後
、
ア
メ
リ
カ
へ
留
学
、
大
学
入
学
か
ら
就
業
ま

で
計
８
年
間
海
外
で
生
活
し
、
帰
国
後
は
貿
易
商

社
で
仕
入
れ
兼
営
業
と
し
て
３
年
勤
め
ま
し
た
。

　

都
留
市
と
は
ご
縁
が
あ
り
、
１
年
程
前
か
ら
頻

繁
に
足
を
運
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
都
心
か
ら

１
時
間
ほ
ど
の
近
さ
で
あ
り
な
が
ら
自
然
が
多

く
、
ま
ち
の
至
る
所
に
水
が
流
れ
て
い
た
り
と
、

東
京
と
は
異
な
り
、
ど
こ
か
時
間
が
ゆ
っ
く
り
と

流
れ
る
感
覚
が
と
て
も
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
テ
ー
マ
は『
交
流
の
場
づ
く
り
』、『
健
康
増

進
活
動
』、『
情
報
発
信
』で
す
。
そ
の
た
め
に
ま

ず
は
色
々
な
所
に
赴
き
、
地
元
の
方
々
、
移
住
者
、

学
生
、
留
学
生
な
ど
、
人
と
出
会
い
、
生
の
声
を

聴
く
こ
と
で
今
後
の
活
動
の
ヒ
ン
ト
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
お
一
人
お
一
人
と
繋
が
れ
る
こ
と
、
今

か
ら
と
て
も
楽

し
み
に
し
て
い

ま
す
。
今
後
、

市
民
の
一
員
と

し
て
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

# 愛を込めて
#osusowakelife 　

#sharinghappiness

サービス付き高齢者向け住宅「ゆいま～る都留」の入居申込状況について

　「生涯活躍のまち・つる事業」のプロジェクトの 1つとして、旧雇用促進住宅下谷宿舎を全面改修する市内初のサー
ビス付き高齢者向け住宅「ゆいま～る都留」と同敷地内に地域の方も利用可能な交流施設の「下谷交流センター」がいよ
いよ今年の夏に完成します。
　ゆいま～る都留は入居申し込み開始後、多くの方から問い合わせや申し込みをいただき、6月10日時点で全80室
のうち、すでに 61室への申し込みをいただきました。現在も随時、入居申し込みや相談を受け付けていますので、
興味、関心をお持ちの方は担当までお気軽にお問い合わせください。
問合先　㈱コミュニティネット（運営事業者）　　担当者　小沼　☎（56）7511（平日9時30分～ 16時30分）

7月のエコハウスサロンについて

　市役所隣りの都留市移住・定住相談センターでは月に１度、市民や
学生、移住者など世代を越えて気軽に語り合う「エコハウスサロン」を
開催しています。7月は沖縄県宮古島にて人気のカフェを作り上げた経
験のある地域おこし協力隊隊員による『続けるカフェの作り方』をテー
マに開催しますので、参加希望の方は事前にお申し込みください。
開催内容
日　時　7月22日（月）　10時～ 12時
場　所　都留市移住・定住相談センター（都留市役所隣り）
定　員　10名（参加無料）　　申込・問合先　都留市移住・定住促進センター　☎（56）7511

生涯活躍のまち・つる事業（移住・定住・交流、サービス付き高齢者向け住宅）

新しい地域おこし協力隊隊員を紹介します！
　６月から移住交流促進、生涯活躍のまち・つる事業を担当する地域おこし協力隊に新たに 2 名が加わりました。
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　大学コンソーシアムつる
は、３つの大学と市がそれ
ぞれの特色を活かして、地
域連携や大学間連携を積極
的に行い、市民と大学、大
学と大学が、地域貢献を図
ります。その上で、本市の
推進する「生涯活躍のまち・
つる」事業の特色強化も期
待されています。

◆写真左から、
　県立産業技術短期大学校 守屋 守 校長
　健康科学大学 笹本憲男 学長
　都留市 堀内 富久 市長（会長）
　都留文科大学 福田 誠治 学長（副会長）

それぞれの大学の特色
を生かして事業の発展
を目指します！
詳 し く は、 大 学 コ ン
ソーシアムつるホーム
ページを
見てね！

問合先
大学コンソーシアムつる事務局
市役所 企画課内

　昨年度は、都留文科大学のつる子どもまつりに産業技術短期大学校
が参加したり、地域自主防災会主催の避難訓練に健康科学大学が参加
したり、つる産業まつり 2018に各大学が出展したりと交流の輪が広
まりつつあります。今年度の事業計画は以下の通りです。
１　大学等と地域社会との交流及び連携並びに地域貢献に関する事業
２　大学等相互の教育研究分野における連携に関する事業
３　大学等と産業界との連携に関する事業
４　大学等の学生間交流に対する支援事業
５　大学等の広報に関する事業
６　その他、本会の目的を達成するために必要な事業

都留文科大学

健康科学大学看護学部桂川キャンパス

～各大学活動報告～

５月27日（月）開催の大学コンソーシアムつるの理事会において
今年度の事業計画が決定されました！

ムササビ観察バスツアーを開催しました！
　５月25日（土）、31日（金）の 2日間、ムササビ観察バスツアーを
開催しました。今年もスタッフとして学生が１０名参加し、観察場
所の今宮神社に到着後は学生が主体となって解説を行いました。
参加者の声
○�鳴き声がハッキリと聞こえて驚いたのと、とってもかわいいなと

感動した。飛んでいるシルエットがテレビで見た姿と一緒でした
が、意外に大きくてびっくりした。

○�きれいに飛んでいる所を見れて感動した。子供にどうしても見て
もらいたかったので一緒に来れて良かった。

土のう作成・消火訓練を行いました！
　5月9日（木）、「災害看護論」の授業において市役所と消防署の職員の指
導のもと、土のう作成と消火訓練を行いました。袋に入れる土の量や設置
時の向き、屋内消火栓・消火器の使用方法などについて学びました。学生
からは「都留市は水害リスクのある地域特性があるため土のうに関する知
識の重要性や消火時は火の元を狙って放水することなどを初めて知った」
などの声が挙がりました。

※今後のイベント情報は 33 ページに掲載しています。

看護の日イベントを開催しました！
　5月18日（土）、ナイチンゲールの誕生日に合わせた「看護の日」のイベントを開催
しました。来場者の方は、 バザーや健康体操、手作り体験、健康測定、福祉施設によ
る物品販売など、さまざまな企画に参加していました。特にバザーは毎回好評の企画
であり、大盛況でした。来場された方からは「楽しかった」、「また参加したい」と多く
の意見をいただきました。
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セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
Ｓ
Ｃ
）活
動
報
告

問
合
先

　

地
域
環
境
課 
地
域
振
興
担
当

Ｅ
メ
ー
ル

　

chiikishinkou@
city.tsuru.lg.jp

☎（
43
）１
１
１
１（
内
線
１
７
５
）

Ｆ
Ａ
Ｘ（
43
）５
０
４
９

　今月号では、心の健康対策委員会の活動のようすと、本市における自殺発生率等の
現状についてデータを使い併せて紹介します。　　　　　　　　　　　　 
　この委員会は、回生堂病院、商工会、経営者連絡協議会、民生委員・主任児童委員
会、社会福祉協議会、大月警察署、富士・東部保健福祉事務所、都留青年会議所、都
留文科大学の学生などの代表など、13名で構成されています。
　第５回合同会議のワークショップでは、第
２回合同会議での主観的意見と第３回合同会
議でのデータに基づいた客観的意見の関係性
の深いものを繋ぎ合わせ、そこから見えてく
る「本市の課題」を見いだすための作業を行い
ました。
　以下、心の健康に関係する、本市の自殺・
自損行為に関する状況を人口動態統計及び救
急搬送データから紹介します。

【心の健康対策委員会】

　人口10万人あたりの自殺発生
率は減少傾向にありますが、全
国・山梨県に比べると依然として
高い数値にあります。自殺の原因
としては、仕事での悩みが関係し
ていたり、健康問題が動機になっ
たりと様々な状況下で苦しんでい
ることが見えてきます。
　今後、この辺りを解消するため
の対策を講じていく必要があり、
現在「心の健康対策委員会」で議論
を重ねているところです。

  ◆自損行為による救急搬送人員年齢層別状況（2013～2017年の合計）

  ◆人口10万人あたりの自殺発生率（2013 ～ 2017年）

ちょこっと豆知識

　昨年の 10月に設置した「防災・
減災」「交通安全」「防犯」「高齢者の安
全」「親と子の安全」「心の健康」の 6
つの分野別対策委員会において、そ
れぞれの重点課題を見いだすための
検討を、各対策委員会の歩調を合わ
せる意味から合同会議として開催し
てきましたが、7月からは、各対策
委員会が基本的に単独で会議を開催
することになります。
　今後は、6月までに抽出された「重
点課題」を解決するための具体的な
対策を決め、実行に移していくこと
になります。地域協働のまちづくり
推進会や各自治会の皆様には、引き
続きご理解・ご協力をお願いします。

2013 年 2017 年2016 年2015 年2014 年

都留市

全国

山梨県

（人）

１
０
０
歳
～

95
～
99
歳

90
～
94
歳

85
～
89
歳

80
～
84
歳

75
～
79
歳

70
～
74
歳

65
～
69
歳

60
～
64
歳

55
～
59
歳

50
～
54
歳

45
～
49
歳

40
～
44
歳

35
～
39
歳

30
～
34
歳

25
～
29
歳

20
～
24
歳

15
～
19
歳

10
～
14
歳

５
～
９
歳

０
～
４
歳

（人）

25.1

17.3
17.7

18.6

28.3

19.6

23.6

34.4

23.6

21.0

12.7

17.0 16.5

17.0

19.3

自損行為による救急搬送人員を年齢層別でみると、20 ～ 24歳が多く
なっています。

0 0 00 00

222 2 2 2 22

3 333

1 1

8
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職員採用試験のお知らせ【行政職・消防職・看護保健職】
問合先：総務課

職員担当

試
験
職
種
及
び

　

令
和
２
年
度
採
用
予
定
人
員

行
政
職（
上
級
）　　
　
　
　

５
名
程
度

行
政
職（
上
級
）〈
社
会
人
枠
〉　

若
干
名

行
政
職（
上
級
）〈
建
築
〉　　
　
　

１
名

消
防
職（
上
級
・
初
級
）〈
消
防
士
〉　 

２
名
程
度

看
護
・
保
健
職（
上
級
）〈
保
健
師
〉　 １

名

受
験
資
格

　

地
方
公
務
員
法
第
16
条
の
欠
格
条
項

（
※
下
記
参
照
）の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
者
、
ま
た
は
日
本
国
籍
を
有
し
な
い

者
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

【
行
政
職（
上
級
）】

○�

平
成
２
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
10
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、

大
学
を
卒
業（
令
和
２
年
３
月
卒
業

見
込
み
を
含
む
）以
上
、
ま
た
は
こ

れ
と
同
等
以
上
の
資
格
を
有
す
る
者

【
行
政
職（
上
級
）〈
社
会
人
枠
〉】

○�

昭
和
55
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
４
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、
大

学
を
卒
業
以
上
、
ま
た
は
こ
れ
と
同

等
以
上
の
資
格
を
有
し
、
直
近
の
７

年
間
で
５
年
以
上
、
正
規
雇
用
職
員

と
し
て
他
の
公
官
庁
も
し
く
は
民
間

企
業
等
に
勤
務
し
た
経
験
の
あ
る
者

【
行
政
職（
上
級
）〈
建
築
〉】　

昭
和
55
年

４
月
２
日
か
ら
平
成
10
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
者
で
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
者

○�

大
学（
建
築
に
関
す
る
課
程
）を
卒
業

（
令
和
２
年
３
月
卒
業
見
込
み
を
含

※
地
方
公
務
員
法
第
16
条

（
欠
格
条
項
）

１　

成
年
被
後
見
人
又
は
被
保
佐
人

２　

�

禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、

そ
の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
又
は

そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な

く
な
る
ま
で
の
者

３　

�

当
該
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て

懲
戒
免
職
の
処
分
を
受
け
、
当

該
処
分
の
日
か
ら
２
年
を
経
過

し
な
い
者

４　

�

人
事
委
員
会
又
は
公
平
委
員
会

の
委
員
の
職
に
あ
つ
て
、
地
方

公
務
員
法
に
規
定
す
る
罪
を
犯

し
刑
に
処
せ
ら
れ
た
者

５　

�

日
本
国
憲
法
施
行
の
日
以
後
に

お
い
て
、
日
本
国
憲
法
又
は
そ

の
下
に
成
立
し
た
政
府
を
暴
力

で
破
壊
す
る
こ
と
を
主
張
す
る

政
党
そ
の
他
の
団
体
を
結
成

し
、
又
は
こ
れ
に
加
入
し
た
者 

む
）以
上
、
ま
た
は
こ
れ
と
同
等
以

上
の
資
格
を
有
す
る
者

○�

大
学（
建
築
以
外
の
課
程
）
を
卒
業

（
令
和
２
年
３
月
卒
業
見
込
み
を
含

む
）以
上
で
、
一
級
建
築
士
、
二
級
建

築
士
、
建
築
施
工
管
理
技
士（
１
級
）

の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有
す
る
者

○�

高
等
学
校
を
卒
業
し
、
建
築
に
関
す

る
職
種
の
社
会
人
経
験
が
５
年
以
上

で
、
一
級
建
築
士
、
二
級
建
築
士
、

建
築
施
工
管
理
技
士（
１
級
）の
い
ず

れ
か
の
資
格
を
有
す
る
者

消
防
職
受
験
資
格　

男　

性　

身
長
お
お
む
ね
１
６
０
㎝
以
上

　
　
　
　

体
重
お
お
む
ね
50
㎏
以
上

　
　
　
　

視
力
等
正
常
な
者

女　

性　

身
長
お
お
む
ね
１
５
５
㎝
以
上

　
　
　
　

体
重
お
お
む
ね
45
㎏
以
上

　
　
　
　

視
力
等
正
常
な
者

【
消
防
職（
上
級
）〈
消
防
士
〉】 

○�

平
成
４
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
10
年

10
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、

大
学
を
卒
業（
令
和
２
年
３
月
卒
業

見
込
み
を
含
む
）以
上
、
ま
た
は
こ

れ
と
同
等
以
上
の
資
格
を
有
す
る
者

○�

普
通
自
動
車
運
転
免
許（
令
和
２
年

３
月
ま
で
の
取
得
見
込
み
を
含
み
、

オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
限
定
免
許
を
除

く
）を
有
す
る
者

○�

採
用
以
後
、
勤
務
地（
都
留
市
ま
た

は
道
志
村
）に
居
住
で
き
る
者

【
消
防
職（
初
級
）〈
消
防
士
〉】 

○�

平
成
７
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
14
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、

高
等
学
校
を
卒
業（
令
和
２
年
３
月
卒

業
見
込
み
を
含
む
）以
上
、
ま
た
は
こ

れ
と
同
等
以
上
の
資
格
を
有
す
る
者

○�

普
通
自
動
車
運
転
免
許（
令
和
2
年

3
月
ま
で
の
取
得
見
込
み
を
含
み
、

オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
限
定
免
許
を
除

く
）を
有
す
る
者

○�

採
用
以
後
、
勤
務
地（
都
留
市
ま
た

は
道
志
村
）に
居
住
で
き
る
者

【
看
護
保
健
職（
上
級
）〈
保
健
師
〉】

○�

昭
和
55
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
10
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、

保
健
師
の
免
許
を
有
す
る
者（
令
和

２
年
３
月
ま
で
に
免
許
取
得
見
込
み

を
含
む
）

受
験
手
続
及
び
受
付
期
間

　

受
験
申
込
書
を
８
月
１
日（
木
）～
15

日（
木
）ま
で
の
間
に
総
務
課 

職
員
担

当
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
受
付
期
間
は
、
８
月
１

日（
木
）～
８
日（
木
）ま
で
で
す
。

　

申
込
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、
職
員
採

用
試
験
案
内
及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

掲
載
し
ま
す
。

※
受
験
案
内
及
び
受
験
申
込
書
は
、
７

月
１
日（
月
）か
ら
総
務
課 

職
員
担
当

に
て
配
布
し
ま
す
。

試
験
日
な
ど

第
１
次
試
験

　

日　

時　

９
月
22
日（
日
）

　

会　

場　

市
役
所
３
階
大
会
議
室

　

方　

法　

筆
記
試
験

第
２
次
試
験（
１
次
合
格
者
の
み
）

　

日　

時　

10
月
下
旬

　

方　

法　

作
文
、
面
接
な
ど

第
３
次
試
験

　

日　

時　

11
月
上
旬

　

方　

法　

面
接

合
格
発
表　

11
月
下
旬
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臨時職員（市立病院・老健つる）の募集について 問合先：下記記事内をご確認ください

臨
床
検
査
技
師

　

市
立
病
院
で
は
、
臨
時
職
員
と
し
て

臨
床
検
査
技
師
を
募
集
し
ま
す
。

時　

給　

１
、２
０
０
円
～

採
用
期
間　

７
月
１
日
～
令
和
２
年

３
月
31
日
※
最
大
令
和
２
年
７
月
31

日
ま
で
更
新
可
。

基
本
勤
務
時
間

○
平
日　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

○
土
曜
日
８
時
30
分
～
12
時
30
分

所
定
労
働
時
間

　

１
日
７
時
間
45
分
以
内

　

週
38
時
間
45
分
以
内

福
利
厚
生　

社
会
保
険
・
雇
用
保
険

の
加
入
、
健
康
診
断
、
予
防
接
種
、

有
給
休
暇
有
り

※
募
集
の
内
容
や
申
込
方
法
な
ど
の

詳
細
は
、
左
記
問
合
先
ま
で
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

市
立
病
院 

総
務
企
画
課 

総
務
企
画
担
当

　

☎（
45
）１
８
１
１

看
護
師
、
介
護
福
祉
士
、
介

護
職
員
初
任
者
研
修
修
了
者

　

介
護
老
人
保
健
施
設「
つ
る
」で
は
、

臨
時
職
員
と
し
て
看
護
師
、
介
護
福
祉

士
ま
た
は
介
護
職
員
初
任
者
研
修
修
了

者（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
取
得
者
）を

募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員

○
看
護
師　

２
名

○
介
護
福
祉
士
、
介
護
職
員
初
任
者

研
修
修
了
者　

２
名

時　

給

○
看
護
師

　

１
、２
０
０
円
～
１
、５
０
０
円

○
介
護
福
祉
士

　

１
、０
０
０
円
～
１
、３
０
０
円

○
介
護
職
員
初
任
者
研
修
修
了
者

　

９
０
０
円
～
９
５
０
円

基
本
勤
務
時
間

　

平
日
８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
勤
務
日
数
・
勤
務
時
間
に
つ
い
て

は
相
談
に
応
じ
ま
す
。

福
利
厚
生　

勤
務
日
数
・
勤
務
時
間

の
要
件
を
満
た
せ
ば
社
会
保
険
の
加

入
可
、
健
康
診
断
、
予
防
接
種
、
有

給
休
暇
有
り

応
募
期
限　

随
時
募
集

※
募
集
の
内
容
や
申
込
方
法
な
ど
の

詳
細
は
、
左
記
問
合
先
ま
で
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先

介
護
老
人
保
健
施
設「
つ
る
」 

事
務
局

　

☎（
45
）１
８
１
３

参議院議員通常選挙について 問合先：都留市選挙管理委員会

７
月
21
日（
日
）は
参
議
院
議

員
通
常
選
挙
投
票
日
で
す

公
示
日　

７
月
４
日（
木
）

投
票
日
時　

７
月
21
日（
日
）

　
　
　
　
　

７
時
～
20
時

場　

所　

市
内
18
投
票
区
投
票
所

開
票
日
時　

７
月
21
日（
日
）

　
　
　

21
時
～　

谷
一
小
体
育
館

投
票
で
き
る
方　

平
成
13
年
７
月
22

日
以
前
に
生
ま
れ
た
日
本
国
民
で
、

平
成
31
年
４
月
３
日
以
前
に
本
市
の

住
民
台
帳
に
記
録
さ
れ
、
引
き
続
き

投
票
日（
期
日
前
投
票
日
を
含
む
）ま

で
居
住
し
て
い
る
方
。
ま
た
は
、
平

成
31
年
３
月
３
日
以
降
に
本
市
か
ら

転
出
し
た
方
で
、
転
出
前
に
引
き
続

き
３
カ
月
以
上
、
本
市
の
住
民
基
本

台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
た
方
。

投
票
日
ま
で
に
転
出
さ
れ
た
方
は

　

既
に
本
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
方
が
他
市
区
町
村
に
転

出
し
た
場
合
、
住
所
要
件
に
よ
り
新

し
い
住
所
地
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
る
た

め
、
そ
の
場
合
は
本
市
で
投
票
す
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。

※
た
だ
し
、
選
挙
区
の
選
挙
は
山
梨

県
選
挙
区
と
な
り
ま
す
。

投
票
所
入
場
券　

圧
着
式
ハ
ガ
キ
を

世
帯
主
あ
て
に
送
付
し
て
い
ま
す
の

で
、
中
に
あ
る
個
人
ご
と
の
入
場
券

を
切
り
離
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
入
場
券

を
投
票
所
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

期
日
前
投
票　

投
票
日
に
仕
事
や
そ

の
他
の
理
由
で
投
票
で
き
な
い
方

は
、
左
記
の
会
場
で
期
日
前
投
票
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

市
役
所 

１
階
ロ
ビ
ー　

日�　

時　

７
月
５
日（
金
）
～
20
日

（
土
）８
時
30
分
～
20
時

都
留
文
科
大
学
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ホ
ー
ル
地
下
１
階
談
話
室

日　

時　

７
月
16
日（
火
）

　
　
　
　

10
時
～
17
時

※
期
日
前
投
票
で
も
投
票
所
入
場
券

が
必
要
で
す
。
な
お
、
郵
便
状
況
な

ど
に
よ
り
、
投
票
所
入
場
券
が
届
か

な
い
場
合
で
も
期
日
前
投
票
が
で
き

ま
す
。

不
在
者
投
票　

県
の
指
定
を
受
け
た

病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
に

入
院
ま
た
は
入
所
さ
れ
て
い
る
方

は
、
そ
の
施
設
で
不
在
者
投
票
が
で

き
ま
す
。

投
票
の
方
法　

参
議
院
議
員
通
常
選

挙
の
投
票
は『
山
梨
県
選
出
議
員
選

挙
』と『
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
』

の
２
票
制
で
す
。

県
選
挙
区　

候
補
者
の
氏
名
を
書
き

ま
す
。

比
例
代
表　

政
党
な
ど
が
届
け
出
た

名
簿
に
載
っ
て
い
る
候
補
者
名
、
ま

た
は
政
党
な
ど
の
名
を
書
き
ま
す
。

※
候
補
者
名
は
県
選
出
議
員
の
候
補

者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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「
限
度
額
適
用
認
定
証
」の
交
付
を
受

け
医
療
機
関
に
提
示
す
る
と
、
医
療
費

の
窓
口
負
担
が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で

の
支
払
い
で
済
み
、
一
時
的
な
費
用
負

担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

認
定
証
の
交
付
申
請
に
必
要
な
も
の

○
保
険
証

○
印　

鑑

※
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い

る
方
は
該
当
の
保
険
者
へ
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

※
国
民
健
康
保
険
税
に
滞
納
が
あ
る
方

は
限
度
額
適
用
認
定
証
の
発
行
が
原
則

で
き
ま
せ
ん
。	

　

す
で
に
限
度
額
適
用
認
定
証
を
お
持

ち
の
方
に
は
、
７
月
上
旬
に
更
新
の
案

内
を
通
知
し
ま
す
。

　

更
新
を
希
望
さ
れ
る
方
は
申
請
書
、

減
額
対
象
者
の
保
険
証
、
印
鑑
を
お
持

ち
に
な
り
、
市
民
課 

保
険
年
金
担
当
ま

で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
８
月
か
ら
令
和
２
年
７
月
ま
で
の
適

用
区
分
は
、
平
成
31
年
度
所
得（
平
成

30
年
１
月
１
日
～
平
成
30
年
12
月
31
日

ま
で
の
所
得
）で
判
定
し
ま
す
。

　

限
度
額
適
用
認
定
証
は
申
請
月
の
１

日
か
ら
使
用
で
き
ま
す
。（
更
新
の
方

は
７
月
中
の
申
請
で
も
８
月
か
ら
使
用

で
き
る
証
を
交
付
し
ま
す
）

限度額適用認定証をご存じですか？
　　　　　問合先：市民課

保険年金担当

区
分

所得要件
自己負担限度額

3回目まで 4回目以降※1

ア
住民税課税世帯で、基礎控除後の所得が 901万
円を越える世帯の方

252,600円＋ (総医療費－842,000円 ) ×1％ 140,100円

イ
住民税課税世帯で、基礎控除後の所得が 600万
円超～ 901万円以下の世帯の方

167,400円＋ (総医療費－558,000円 ) ×1％ 93,000円

ウ
住民税課税世帯で、基礎控除後の所得が 210万
円超～ 600万円以下の世帯の方

80,100円＋ (総医療費－267,000円 ) ×1％ 44,400円

エ
住民税課税世帯で、基礎控除後の所得が 210万
円以下の世帯の方

57,600円 44,400円

オ 住民税非課税世帯の方 35,400円 24,600円

■70 歳未満　適用区分表

■70 歳以上　適用区分表

区分 所得要件
自己負担限度額

外来（個人単位） 外来＋入院（世帯単位）

現役並みⅢ※1 年収約1160万円～

課税所得690万円以上

　252,600円 +( 総医療費 -842,000円 ) ×1％

　【多数該当】140,100円※2

現役並みⅡ
年収約770万～約1160万円

課税所得380万円以上

　167,400円 +( 総医療費 -558,000円 ) ×1％

　【多数該当】93,000円※2

現役並みⅠ
年収約370万～約770万円

課税所得145万円以上

　80,100円 +( 総医療費 -267,000円 ) ×1％

　【多数該当】44,400円※2

一般世帯※1 現役並み所得者、低所得Ⅱ、

低所得Ⅰ以外の方

　18,000円

　【年間上限額】

　　　144,000円※3

　57,600円

　【多数該当】

　　　44,400円※2

非
課
税
世
帯

低所得Ⅱ
同一世帯の世帯主及び国保被

保険者が住民税非課税の方

　8,000円

　24,600円

低所得Ⅰ

同一世帯の世帯主及び国保

被保険者が住民税非課税で

所得の合計額が 0円の方

　15,000円

自
己
負
担
額
の
計
算
条
件

○
暦
月（
１
日
～
末
日
）ご
と
の
計
算

○�

同
じ
医
療
機
関
で
も
外
来
と
入
院
、

医
科
と
歯
科
は
別
計
算

○�

２
つ
以
上
の
医
療
機
関
に
か
か
っ
た

場
合
は
別
計
算

○�

入
院
時
の
食
事
代
や
保
険
外
診
療
な

ど
に
つ
い
て
は
対
象
外

表
中
注
釈
に
つ
い
て

※
１　

高
齢
受
給
者
証
に
よ
り
限
度
額

が
定
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
限
度
額
証

が
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
２　

過
去
12
カ
月
以
内
に
、
同
じ
世
帯

で
高
額
療
養
費
の
支
給
が
4
回
以
上
あ
っ

た
場
合
の
４
回
目
以
降
の
限
度
額
で
す
。

※
３　

８
月
診
療
分
か
ら
令
和
２
年
７

月
診
療
分
の
１
年
間
の
自
己
負
担
限
度

額
の
累
計
額
に
対
し
て
適
用
さ
れ
ま
す
。
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後
期
高
齢
者
医
療

被
保
険
者
証
に
つ
い
て

　

有
効
期
限
が
令
和
２
年
７
月
31
日
の

新
し
い
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

（
薄
緑
色
）が
交
付
さ
れ
ま
す
。
被
保
険

者
の
皆
様
の
お
手
元
に
は
７
月
中
旬
～

下
旬
に
簡
易
書
留
で
郵
送
さ
れ
ま
す
。

新
し
い
被
保
険
者
証
は
お
手
元
に
届
い

た
日
か
ら
使
用
で
き
ま
す
。

後期高齢者医療保険について
　　　　　問合先：市民課

保険年金担当

自己負担割合 所得区分 対象要件

３割 現役並み所得者※ 住民税課税所得が 145万円以上の被保険者及びその被保険
者と同じ世帯の被保険者

１割

一般 現役並み所得者、低所得者Ⅱ・Ⅰ以外の被保険者

低所得者Ⅱ 世帯員全員が住民税非課税の被保険者

低所得者Ⅰ
世帯員全員が住民税非課税で、世帯員全員の所得が 0円と
なる被保険者

※次のいずれかに該当する場合は、申請により「一般（１割）」の区分になります。
・��世帯に後期高齢者医療制度の被保険者が１人で、収入が 383 万円未満
・�世帯に後期高齢者医療制度の被保険者が１人で、収入は 383 万円以上あるが、同じ世帯に 70 歳～ 74

歳の方がいて、その方との収入の合計額が 520 万円未満
・�世帯に後期高齢者医療制度の被保険者が２人以上で、収入の合計金額が 520 万円未満

■自己負担割合について

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
及
び
限
度
額
適
用
認

定
証
に
つ
い
て

　

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
及
び
限
度
額
適
用
認
定
証
に
つ
い

て
は
、
８
月
１
日
か
ら
新
し
い
も
の
と

な
り
ま
す
。
認
定
証
の
色
は
変
更
あ
り

ま
せ
ん
が
、
有
効
期
限
が
令
和
２
年
７

月
31
日
ま
で
の
も
の
と
な
り
ま
す
。

　

現
在
認
定
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る

方
で
、
今
年
度
も
適
用
要
件
に
該
当
す

る
場
合
は
、
引
き
続
き
認
定
証
を
交
付

し
ま
す
。
認
定
証
は
７
月
中
旬
～
下
旬

に
被
保
険
者
証
と
は
別
の
封
筒
で
郵
送

さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
新
し
い
認
定
証
が
届
か
な
い

場
合
は
、
同
じ
世
帯
内
に
所
得
の
申
告

が
お
済
み
で
な
い
方
が
い
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
平
成
30
年
度
ま
で
の
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
に
未
納
が
あ
る
方
に

つ
き
ま
し
て
は
、
有
効
期
限
が
短
い
も

の
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
使
用
し
て
い
る
被
保
険

者
証
は
８
月
以
降
使
用
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
有
効
期
限
を
過
ぎ
ま
し
た
ら
、
裁

断
す
る
な
ど
し
て
廃
棄
し
て
く
だ
さ

い
。

特
別
徴
収
仮
徴
収
額
の
平
準
化
を
行
い
ま
す

仮徴収 本徴収

４月 ６月 ８月 10 月 12 月 ２月

5,000 円 5,000 円 5,000 円 15,000 円 15,000 円 15,000 円

仮徴収 本徴収

４月 ６月 ８月 10 月 12 月 ２月

15,000 円 15,000 円 7,500 円 7,500 円 7,500 円 7,500 円

仮徴収 本徴収

４月 ６月 ８月 10 月 12 月 ２月

15,000 円 15,000 円 15,000 円 5,000 円 5,000 円 5,000 円

■（例）平成30 年度保険料が年額 60,000 円の場合

■平成31年度　平準化した場合（年額 60,000円）

■平成31 年度　平準化しない場合（年額 60,000 円）

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
特
別
徴

収（
年
金
天
引
き
）は
、
４
月
、
６
月
、

８
月
に「
仮
徴
収
」、
10
月
、
12
月
、
翌

年
２
月
に「
本
徴
収
」と
し
て
納
め
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
仮
徴
収
額
は
、
原

則
と
し
て
前
年
度
２
月
の
特
別
徴
収
額

と
同
額
と
な
り
ま
す
が
、
所
得
の
変
動

な
ど
に
よ
り
仮
徴
収
額
と
本
徴
収
額
に

※�保険料の年額は、前年所得などにより決定しますので、前年度と同じであると
は限りません。

平準化した場合と平準化しなかった場合を比較すると、次のようになります。

大
き
な
差
が
生
じ
て
し
ま
う
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
、
大
き
な
差
が
生
じ
る

と
予
測
さ
れ
る
方
に
つ
い
て
は
、
１
年

間
を
通
じ
て
保
険
料
の
特
別
徴
収
額
が

で
き
る
だ
け
均
等
に
な
る
よ
う
８
月
の

仮
徴
収
額
を
変
更（
平
準
化
）し
ま
す
。
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軽減
割合

均等割額にかかる軽減の基準 軽減額
軽減後
均等割額

8.5割
軽減

総所得金額等の合計額が基礎控除額33万円以下の世帯 34,416円 6,074円

8割
軽減

8.5割軽減に該当する場合で、その世帯の被保険者全員
が年金収入80万円以下（その他の所得がない）の世帯

32,392円 8,098円

5割
軽減

総所得金額等の合計額が基礎控除額33万円＋（28万円
×被保険者数）以下の世帯

20,245円 20,245円

2割
軽減

総所得金額等の合計額が基礎控除額33万円＋（51万円
×被保険者数）以下の世帯

8,098円 32,392円

納
付
方
法
に
つ
い
て　

◆
特
別
徴
収

　

特
別
徴
収（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）に

よ
り
納
め
て
い
た
だ
く
方
に
は
、
７
月

中
旬
に
保
険
料
額
決
定
通
知
書
及
び
納

入
通
知
書
が
送
付
さ
れ
、
10
月
、
12
月
、

翌
年
2
月
に
年
金
か
ら
天
引
き（
本
徴

収
）さ
れ
ま
す
。

　

４
月
、
６
月
、
８
月
の
仮
徴
収
に
つ

い
て
は
、
保
険
料
額
決
定
前
で
あ
る
た

め
、
前
年
度
の
２
月
徴
収
額
と
同
額
が

年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
。
た
だ

し
、「
仮
徴
収
額
」と「
本
徴
収
額
」に
大

き
な
差
が
生
じ
る
と
予
測
さ
れ
る
方
に

つ
い
て
は
、
１
年
間
を
通
じ
て
で
き
る

だ
け
保
険
料
が
均
等
に
な
る
よ
う
に
、

８
月
の
仮
徴
収
額
を
変
更
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
の
中
途
で
保
険
料
の

変
更
な
ど
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
特

別
徴
収
か
ら
普
通
徴
収
に
納
付
方
法
が

変
更
と
な
っ
た
方
で
、
本
年
10
月
よ
り

再
度
特
別
徴
収
と
な
る
方
に
つ
い
て

は
、
７
月
、
８
月
、
９
月
を
普
通
徴
収
、

10
月
以
降
は
特
別
徴
収
に
よ
る
年
6
回

で
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
普
通
徴
収

　

納
入
通
知
書
に
よ
り
金
融
機
関
な
ど

で
納
め
ら
れ
る
方
や
、
口
座
振
替
に
よ

り
納
入
さ
れ
る
方
に
は
、
７
月
中
旬
に

保
険
料
額
決
定
通
知
書
及
び
納
入
通
知

書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
納
期
は
年
８
回

（
７
月
か
ら
翌
年
２
月
ま
で
の
毎
月
）で

保
険
料
の
軽
減
措
置
に
つ
い
て

　

平
成
31
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
の
軽
減
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で

す
。

◆
均
等
割
軽
減

　
（
均
等
割
額
４
０
、４
９
０
円
）

　

同
一
世
帯
内
の
被
保
険
者
お
よ
び
世

帯
主
の
総
所
得
金
額
等
の
合
計
額
に
応

じ
て
軽
減
さ
れ
ま
す
。

※公的年金を受給されている方は、判定時に 15 万円が控除されます。

平
成
31
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
に
つ
い
て

　

７
月
に
平
成
31
年
度
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
が
決
定
さ
れ
ま
す
。
平
成
30

年
中
の
年
金
や
給
与
、
農
業
、
不
動
産

と
い
っ
た
収
入
に
基
づ
い
て
算
定
さ

れ
、
平
成
31
年
４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま

で
の
１
年
間
分
を
そ
れ
ぞ
れ
の
納
付
方

法
に
応
じ
た
納
期
回
数
で
除
し
た
金
額

を
各
期
に
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

今
年
度
の
７
月
算
定
時
に
賦
課
対
象

と
な
る
被
保
険
者
の
方
は
、
７
月
１
日

ま
で
に
資
格
を
取
得
さ
れ
て
い
る
方
で

す
。
そ
の
後
に
資
格
を
取
得
し
た
被
保

険
者
の
方
へ
は
、
取
得
月
の
翌
月
以
降

に
通
知
書
な
ど
を
送
付
し
ま
す
。

　

な
お
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は

２
年
ご
と
に
保
険
料
率
を
見
直
す
と
さ

れ
て
お
り
、
平
成
31
年
度
は
前
年
度
か

ら
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

　

医
療
費
が
増
大
し
て
い
く
な
か
、
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
を
維
持
し
て
い
く

た
め
に
は
、
皆
さ
ま
か
ら
納
め
て
い
た

だ
く
保
険
料
が
大
切
な
財
源
と
な
り
ま

す
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　平成30・31年度の保険料率
　均等割額　40,490円
　所得割率　7.86％
　保険料賦課限度額　62万円

保
険
料
率
の
算
定
方
法

　

山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

が
定
め
た
保
険
料
率
を
も
と
に
、
被
保

険
者
全
員
に
個
人
単
位
で
納
め
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

保
険
料
は
、
被
保
険
者
が
等
し
く
負

担
す
る「
均
等
割
額
」と
被
保
険
者
の
所

得
に
応
じ
て
決
ま
る「
所
得
割
額
」の
合

計
と
な
り
ま
す
。
ど
ん
な
に
所
得
が
高

い
方
で
も
保
険
料
は
年
62
万
円
が
上
限

額
と
な
り
ま
す
。

す
。

　

各
納
期
限
ま
で
に
納
付
が
な
い
場
合

に
は
、
翌
月
20
日
頃
に
督
促
状
が
お
手

元
に
届
き
、
督
促
料
や
延
滞
金
が
加
算

さ
れ
ま
す
。

◆
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た

方
に
対
す
る
軽
減

　

被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た

方
は
、
加
入
後
２
年
を
経
過
す
る
月
ま

で
の
期
間
に
限
り
、
均
等
割
が
５
割
軽

減
さ
れ
、
所
得
割
額
は
課
せ
ら
れ
ま
せ

ん
。

※
世
帯
の
所
得
が
低
い
方
は
、
均
等
割

の
軽
減（
８
・
５
割
、
８
割
軽
減
）が
受

け
ら
れ
ま
す
。

保険料
（賦課限度額 62 万円）

均等割額
40,490 円

所得割額
（所得－33 万円）×7.86％

＝

＋
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国民健康保険税の改正について

問合先：届出関係 市民課 保険年金担当
課税関係 税務課　 市民税担当
納税関係 税務課　 収納対策室

　

国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
左
記
の

表
の
と
お
り
、
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
こ
の

改
正
に
よ
る
税
額
は
今
年
度
か
ら
適
用

さ
れ
ま
す
。

※
総
所
得
金
額
等
と
は　

総
所
得
金
額

及
び
山
林
所
得
金
額
の
合
計
額
で
す
。

な
お
、
軽
減
割
合
を
判
定
す
る
総
所
得

金
額
等
に
は
、
各
加
入
者
の
総
所
得
金

額
等
だ
け
で
な
く
、
擬
制
世
帯
主（
国

民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い
世
帯

主
）の
総
所
得
金
額
等
も
加
え
て
算
出

し
ま
す
。

※
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
と
は　

後
期

高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
の
う
ち
、
下

記
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
で
す
。

低所得者層への軽減措置の拡充

中間所得者層への配慮

変更前 変更後

基礎課税額の限度額 58 万円 61 万円

変更前 変更後

７割軽減世帯
総所得金額等が
33 万円以下の世帯

変更なし

５割軽減世帯

総所得金額等が
33 万円＋ { 27.5 万円×

（加入者数＋特定同一
世帯所属者数）｝以下の
世帯

総所得金額等が
33 万円＋ { 28 万円×

（加入者数＋特定同一
世帯所属者数）｝以下の
世帯

２割軽減世帯

総所得金額等が
33 万円＋ { 50 万円×

（加入者数＋特定同一
世帯所属者数）｝以下の
世帯

総所得金額等が
33 万円＋ { 51 万円×

（加入者数＋特定同一
世帯所属者数）｝以下の
世帯

①�

後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
の

資
格
を
取
得
し
た
日
に
お
い
て
国

民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
の
資
格

を
有
す
る
者
。

②�

後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
の

資
格
を
取
得
し
た
日
に
お
い
て
同

一
の
世
帯
に
属
す
る
国
民
健
康
保

険
の
世
帯
主
と
当
該
日
以
後
継
続

し
て
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
者

（
当
該
日
に
国
民
健
康
保
険
の
世

帯
主
で
あ
っ
た
場
合
に
あ
っ
て

は
、
当
該
日
以
後
継
続
し
て
国
民

健
康
保
険
の
世
帯
主
で
あ
る
者
）。

国民年金の保険料免除制度があります
　　　　　問合先：大月年金事務所　☎（22）5837

市民課 保険年金担当
　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
国
民
年
金

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場

合
に
は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
全

額
ま
た
は
一
部
の
納
付
が
免
除
・
猶

予
さ
れ
る「
保
険
料
免
除
・
納
付
猶

予
制
度
」が
あ
り
ま
す
。

　

免
除
・
納
付
猶
予
制
度
を
利
用
す

る
に
は
、
本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主

そ
れ
ぞ
れ
の
前
年
度
所
得
が
一
定
額

以
下
で
あ
る
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま

す
。

　

保
険
料
免
除
・
納
付
猶
予
制
度
は

所
得
に
応
じ
４
段
階
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
免
除
・
猶
予
の
種
類
、
納
付
額
、

年
金
支
給
率
、
審
査
基
準
と
な
る
前

年
の
所
得
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

ま
た
、
こ
の
ほ
か
に「
学
生
納
付
特

例
制
度
」な
ど
が
あ
り
ま
す
。

免除の種類
納付額

（Ｒ1保険料月額16,410円）
年金
支給率

免除審査の基準となる前年の所得の目安

全額免除もしくは
納付猶予

0円 1/2 （扶養親族等の数 +1）×35万円 +22万円

4分の 3免除 4,100円 5/8 78万円 +扶養親族等控除額 +社会保険料控除額等

半額免除 8,210円 6/8 118万円 +扶養親族等控除額 +社会保険料控除額等

4分の 1免除 12,310円 7/8 158万円 +扶養親族等控除額 +社会保険料控除額等

◎�申請時点から２年１カ月前までの期間について、さかの
ぼって免除、納付猶予を申請できます。

◎�10 年以内であれば免除期間の保険料をさかのぼって追納
し、免除されたことで少なくなった、将来受け取る年金
額を増やすことができます。

◎�一部免除の期間中、必要な保険料を納めないと『未納』と
みなされ、障がいや死亡といった不慮の事態が生じた場
合に、年金を受け取ることができなくなったり、年金額
が減ったりする場合がありますのでご注意ください。
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施
設
利
用
者
負
担
額
軽
減
制
度

　

所
得
の
低
い
方
は
、
介
護
保
険
４
施

設（
介
護
老
人
福
祉
施
設
、
介
護
老
人

保
健
施
設
、
介
護
療
養
型
医
療
施
設
、

介
護
医
療
院
施
設
）や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
を
利
用
す
る
際
に
食
費
、
部
屋
代
が

負
担
軽
減
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
利
用
者

負
担
段
階
は
、
利
用
者
の
所
得
の
状
況

な
ど
に
基
づ
い
て
決
定
さ
れ
ま
す
。

※
左
の
表
は
負
担
段
階
を
判
断
す
る
も

の
で
す
。
対
象
と
な
る
条
件
は
別
に
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

介護保険における各種負担額軽減制度のお知らせ！
　　　　　問合先：長寿介護課

介護保険担当

負担段階 負担段階判定基準 負担上限の例

第１段階
・生活保護受給者の方
・��老齢福祉年金受給者で、世帯全員が住民税非課税の方

多床室　  0円
食費　　300円

第２段階
・�世帯全員が住民税非課税であって、課税年金収入額
と合計所得金額と非課税年金収入額の合計が 80万円
以下の方

多床室　370円
食費　　390円

第３段階
・�世帯全員が住民税非課税であって、課税年金収入額
と合計所得金額と非課税年金収入額の合計が 80万円
を超える方

多床室　370円
食費　　650円

第４段階・上記に該当しない方 各施設が定める額

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
負
担
額

助
成
・
負
担
額
軽
減
制
度

　

生
計
が
困
難
と
判
定
さ
れ
る
方
が
対

象
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

場
合
、
介
護
サ
ー
ビ
ス（
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
を
含
む
）区
分
に
応
じ
て
利
用
者
負

担
な
ど
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

各
利
用
者
負
担
額
軽
減
制
度
の
利
用

に
は
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

担
当
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

該
当
要
件　

左
記
の
す
べ
て
に
該
当
す

る
方
が
対
象
で
す
。

○
世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課
税

○�

単
身
世
帯
で
収
入
金
額
の
合
計
が

１
５
０
万
円（
世
帯
員
１
人
増
え
る
毎
に

50
万
円
）以
下

○�

預
貯
金
な
ど
の
額
が
単
身
世
帯
で

３
５
０
万
円（
世
帯
員
１
人
増
え
る

毎
に
１
０
０
万
円
）以
下

○�

自
己
居
住
用
住
居
な
ど
の
日
常
生
活

に
供
す
る
資
産
以
外
に
活
用
で
き
る

資
産
が
な
い

○�

負
担
能
力
あ
る
親
族
な
ど
に
扶
養
さ

れ
て
い
な
い

○
介
護
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
な
い

第
１
号
被
保
険
者
の
介
護
保
険
料

の
軽
減
に
つ
い
て

　

消
費
税
引
上
げ
に
よ
る
公
費
を
投
入

し
、
８
月
か
ら
低
所
得
の
方
の
保
険
料

を
左
記
の
と
お
り
軽
減
し
ま
す
。

所得要件 利用者負担割合

合計所得金額が 160万円未満 １割

65歳以上で
合計所得金額が
160万円以上

同一世帯の第１号被保険者の年金収入
とその他の合計所得金額の合計が
１人世帯：280万円未満
２人以上世帯：346万円未満

１割

上記以外 ２割

65歳以上で
合計所得金額が
220万円以上

同一世帯の第１号被保険者の年金収入
とその他の合計所得金額の合計が
1人世帯：340万円未満
2人以上世帯：463万円未満

２割

上記以外 ３割

負
担
割
合
証
を
お
送
り
し
ま
す
！

　

要
介
護
・
要
支
援
認
定
を
受
け
て
い

る
す
べ
て
の
方
に
交
付
さ
れ
て
い
る
負

担
割
合
証
は
７
月
31
日
で
有
効
期
限
が

終
了
す
る
の
で
、
新
し
い
負
担
割
合
証

を
７
月
末
ま
で
に
交
付
し
ま
す
。

　

な
お
、
送
付
先
は
基
本
的
に
介
護
保

険
被
保
険
者
証
に
記
載
さ
れ
た
住
所
宛

と
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
現
在
お
使
い
の
負
担
割
合
証

は
８
月
以
降
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
古
い

負
担
割
合
証
は
個
人
情
報
の
記
載
が
あ

り
ま
す
の
で
、
返
却
ま
た
は
裁
断
す
る

な
ど
、
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

介
護
保
険
住
宅
改
修
は
施
工
前

に
相
談
を
！

　

生
活
環
境
を
整
え
る
た
め
の
住
宅
改

修
に
対
し
、
20
万
円
を
上
限
と
し
て
費

用
の
７
割
～
９
割
を
住
宅
改
修
費
と
し

て
支
給
し
ま
す
。

　

住
宅
改
修
費
用
は
全
額
負
担
後
、
申

請
に
よ
り
対
象
工
事
額
の
７
割
か
ら
９

割
相
当
分
を
後
日
給
付
し
ま
す
が
、
施

工
前
の
事
前
審
査
の
申
請
が
必
ず
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
工
事
を
行
う
前
に

担
当
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
ま
た
は
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
工
事
の
例　

手
す
り
の
取

り
付
け
、
段
差
の
解
消
、
和
式
か
ら
洋

式
へ
の
便
器
の
取
り
替
え　

な
ど

期間
対象となる
所得段階

軽減前の
保険料（年額）

軽減後の
保険料（年額）

令和元年

　　～２年

第１段階 30,700円 25,600円

第２段階 51,200円 42,600円

第３段階 51,200円 49,400円
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ふるさと納税について
申込・問合先：企画課 

政策担当

ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
た
電

子
感
謝
券
導
入
に
伴
う
事
業
者

説
明
会
の
開
催
に
つ
い
て

　

６
月
１
日
か
ら
、
新
た
な
ふ
る
さ

と
納
税
指
定
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
本
市
と
し
て
も
、
こ
の
指
定

制
度
の
施
行
を
一
つ
の
契
機
と
し

て
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
更
に
発
展
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
と
い
え
ば
、
肉
や

魚
な
ど
の
人
気
の
高
い
返
礼
品
等
に

寄
附
が
集
ま
り
、
都
留
市
の
よ
う
な

地
域
資
源
が
少
な
い
自
治
体
は
創
意

工
夫
を
凝
ら
し
た
取
組
を
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
サ
ー
ビ
ス
業
の
飲
食

店
な
ど
の
事
業
者
も
ふ
る
さ
と
納
税

に
参
画
す
る
こ
と
が
出
来
る「
ふ
る

さ
と
チ
ョ
イ
ス
」（
ふ
る
さ
と
納
税

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
）で
運
用
す
る
電

子
感
謝
券
を
導
入
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
導
入
に
あ
た
っ

て
事
業
者
の
方
を
対
象
に
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。

説
明
会
概
要

日　

時　

７
月
23
日（
火
）15
時
～

場　

所　

市
役
所
３
階
大
会
議
室

※
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。
参
加
を

希
望
す
る
事
業
者
は
申
込
先
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

対　

象　

市
内
の
飲
食
店
や
レ

ジ
ャ
ー
施
設
、
宿
泊
施
設
な
ど
。

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
の
実

施
に
あ
た
り
、
商
品
券
の
使
用
が
で

き
る
店
舗
を
募
集
し
ま
す
。

申
込
方
法　

商
品
券
使
用
可
能
店
舗

に
希
望
さ
れ
る
方
は
、「
都
留
市
プ

レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
使
用
可
能
店
舗

申
請
書（
兼
誓
約
書
）」を
左
記
の
申

込
先
ま
で
持
参
、
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
に
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
様
式
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、
福

祉
課
窓
口
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

※
事
業
概
要
に
つ
い
て
は
、
広
報
つ

る
６
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
募
集

要
項
な
ど
の
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。
要
件
な
ど

を
確
認
し
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
商
品
券
の
換
金
に
つ
い
て
は
、
都

留
市
商
工
会
へ
使
用
済
商
品
券
を
持

ち
込
み
、
小
切
手
と
交
換
し
た
後

に
、
指
定
金
融
機
関
に
て
現
金
化
す

る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
あ
ら
か

じ
め
ご
承
知
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限　

８
月
31
日（
土
）

※
郵
送
の
場
合
、
消
印
有
効

※
期
限
を
過
ぎ
た
場
合
も
申
請
は
可

能
で
す
が
、
商
品
券
購
入
対
象
者
へ

の
通
知
に
店
名
な
ど
が
掲
載
さ
れ
な

い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
先

　

福
祉
課 

地
域
福
祉
担
当

　

☎（
46
）５
１
１
１

　

Ｆ
Ａ
Ｘ （
46
）５
１
１
９

　

〒
４
０
２
―
０
０
５
１

　

都
留
市
下
谷
２
５
１
６
―
１

プレミアム付商品券使用可能店舗を募集します
　　　　　

申込・問合先：下記記事内をご確認ください

「
電
子
感
謝
券
」と
は

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
寄
附
を
い
た
だ

い
た
方
へ
付
与
す
る
ポ
イ
ン
ト
の
こ

と
で
、
様
々
な
品
物
や
サ
ー
ビ
ス
等

と
交
換
が
可
能
で
、
寄
附
者
が
お
店

に
置
い
て
い
る
QR
コ
ー
ド
を
読
み
取

り
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
用
し
て

電
子
決
済
を
行
う
も
の
で
す
。

「
ふ
る
さ
と
納
税
」の
返
礼
品

な
ど
を
提
供
で
き
る
協
力
事

業
者
募
集
に
つ
い
て

　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用
し
た

地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
る
た
め
、
返

礼
品
な
ど
を
提
供
で
き
る
協
力
事
業

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
要
件

①
本
市
の
地
元
特
産
品
な
ど（
次
の

「
募
集
す
る
返
礼
品
な
ど
」に
適
合
す

る
も
の
を
取
り
扱
っ
て
い
る
法
人
や

個
人
事
業
者
な
ど
。）

②
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

③
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の

防
止
等
に
関
す
る
法
律（
平
成
3
年

法
律
第
77
号
）第
2
条
各
号
に
掲
げ

る
暴
力
団
及
び
同
条
第
6
号
に
規
定

す
る
暴
力
団
員
で
あ
る
役
職
員
を
有

す
る
団
体
並
に
そ
れ
ら
の
利
益
と
な

る
活
動
を
行
う
者
で
な
い
こ
と
。

※
要
件
に
適
合
し
て
も
、
市
が
協
力

事
業
者
と
し
て
適
当
で
な
い
と
認
め

た
場
合
や
、
返
礼
品
な
ど
が
適
当
で

な
い
と
認
め
た
場
合
は
、
参
加
で
き

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

募
集
す
る
返
礼
品
な
ど　

次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
も
の

①
市
内
に
お
い
て
生
産
さ
れ
た
も
の

②�

市
内
に
お
い
て
原
材
料
の
主
要
部

分
が
生
産
さ
れ
た
も
の

③�

市
内
に
お
い
て
製
造
、
加
工
そ
の

他
の
工
程
の
う
ち
主
要
な
部
分
を

行
う
こ
と
に
よ
り
相
応
の
付
加
価

値
が
生
じ
て
い
る
も
の

④�

市
内
に
お
い
て
生
産
さ
れ
た
も
の

で
あ
っ
て
、
近
隣
の
他
の
市
町
村

内
に
お
い
て
生
産
さ
れ
た
も
の
と

混
在
し
た
も
の

※
流
通
構
造
上
、
混
在
す
る
こ
と
が

避
け
ら
れ
な
い
場
合
に
限
る
。

⑤�

市
の
広
報
の
目
的
で
生
産
さ
れ
た

グ
ッ
ズ
や
こ
れ
に
類
す
る
も
の
で

あ
っ
て
、
形
状
、
名
称
そ
の
他
の

特
徴
か
ら
市
独
自
の
返
礼
品
な
ど

で
あ
る
こ
と
が
明
白
な
も
の

⑥�

前
述
の
①
～
⑤
に
該
当
す
る
返
礼

品
な
ど
と
関
連
性
の
あ
る
も
の
を

合
わ
せ
て
提
供
す
る
も
の
で
あ
っ

て
、
当
該
返
礼
品
な
ど
が
主
要
な

部
分
を
占
め
る
も
の

⑦�

市
内
に
お
い
て
提
供
さ
れ
る
役
務

や
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
で
あ
っ

て
、
主
要
な
部
分
が
市
に
相
当
程

度
関
連
性
の
あ
る
も
の

申
込
方
法　

返
礼
品
な
ど
の
提
供
に

つ
い
て
意
向
が
あ
る
事
業
者
は
、
電

話
に
て
担
当
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
要
件
の
例
外
や
詳
細
な
ど

は
担
当
ま
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
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本
市
で
は
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
な

ど
の
安
全
、
安
心
を
確
保
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た「
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
」

を
無
料
で
配
付
し
て
い
ま
す
。

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
と
は

　

専
用
の
容
器
に
、
か
か
り
つ
け
の
病

院
や
服
薬
内
容
な
ど
の
医
療
情
報
、
緊

急
時
の
連
絡
先
な
ど
を
記
入
し
た「
救

急
情
報
」を
入
れ
、
こ
れ
を
冷
蔵
庫
に

保
管
し
て
い
た
だ
き
、
救
急
時
に
か
け

つ
け
た
救
急
隊
員
な
ど
が
、
そ
の
情
報

を
活
用
し
迅
速
な
救
命
活
動
な
ど
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
の
内
容

①
容
器
②
救
急
情
報
用
紙
③
玄
関
用

シ
ー
ル
④
冷
蔵
庫
用
マ
グ
ネ
ッ
ト

対
象
世
帯　

市
内
に
在
住
し
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
の
い
る
世
帯

○
65
歳
以
上
の
高
齢
者

○
身
体
障
が
い
者
手
帳
１
～
３
級
の
い

ず
れ
か
を
所
持
す
る
方

○
療
育
手
帳
Ａ
、
精
神
障
が
い
者
保
健

福
祉
手
帳
１
、２
級
の
い
ず
れ
か
を
所

持
す
る
方

申
込
方
法　

福
祉
課（
い
き
い
き
プ
ラ

ザ
都
留
内
）に
備
え
て
あ
る
申
請
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
内
容
を
確

認
後
、
配
付
し
ま
す
。　

※
代
理
人
の
方
が
申
請
す
る
こ
と
も
可

能
で
す
。

救急医療情報キットをご活用ください！
　　　　　問合先：福祉課
地域福祉担当☎（46）5112

皆
さ
ま
か
ら
の
水
道
料
金
で

運
営
さ
れ
て
い
ま
す

　

配
水
管
の
修
繕
、
施
設
の
維
持
管

理
、
配
水
管
の
布
設
替
工
事
な
ど
に
か

か
る
費
用
は
、
皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
く

水
道
料
金
で
賄
っ
て
い
ま
す
。
市
で

は
、
公
平
に
お
支
払
い
い
た
だ
く
た
め

に
、
き
め
細
か
な
未
納
対
策
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

未
納
対
策
の
実
施

　

水
道
料
金
の
未
納
者
に
は
、
督
促
状

や
催
告
書
の
送
付
、
電
話
や
訪
問
催
告

な
ど
に
よ
り
納
入
を
促
し
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
で
も
支
払
い
が
な
い
場
合
に

は
、
給
水
停
止
予
告
書
を
送
付
し
、
法

令
な
ど
に
基
づ
き
給
水
停
止
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
給
水
停
止
後
も
納
付
及
び

連
絡
が
な
い
場
合
は
、
民
法
の
規
定
に

基
づ
き
、
給
水
契
約
の
解
除
を
行
っ
て

い
ま
す
。
水
道
料
金
が
滞
ら
な
い
よ
う

に
納
付
期
限
内
の
納
入
を
お
願
い
し
ま

す
。

納
入
に
便
利
な
口
座
振
替
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
！ 

　

こ
う
し
た
事
態
を
避
け
る
た
め
に

も
、
納
入
に
便
利
な
口
座
振
替
の
ご
利

用
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

口
座
振
替
の
ご
利
用
は
、
預
金
通
帳

（
口
座
番
号
の
わ
か
る
も
の
）、
印
鑑

（
通
帳
届
出
印
）及
び
水
道
料
金
の
領
収

書
ま
た
は
使
用
水
量
等
の
お
知
ら
せ

（
お
客
様
番
号
が
わ
か
る
も
の
）を
ご
持

納入通知書

口座振替

納
付
期
限

再
振
替
不
能

督
促
状

催
告
書

給
水
停
止
予
告
書

給
水
停
止

契
約
解
除

電
話

訪
問

■給水停止及び契約解除の流れ

取
扱
金
融
機
関

・
山
梨
中
央
銀
行 

・
山
梨
信
用
金
庫

・
都
留
信
用
組
合

・
山
梨
県
民
信
用
組
合

・
ク
レ
イ
ン
農
業
協
同
組
合

・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

参
の
う
え
、
お
取
引
先
の
取
扱
金

融
機
関
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

水道料金は納付期限までに納めましょう
問合先：上下水道課

水道管理担当
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よ
み
き
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

『
ひ
び
き
の
会
」の
読
み
聞
か
せ

日　

時　

７
月
13
日（
土
）14
時
～

場　

所　

市
立
図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

こ
ぐ
ま
ク
ラ
ブ
の

『
こ
ぐ
ま
の
ち
い
さ
な
お
は
な
し
会
」

日　

時　

７
月
17
日（
水
）10
時
30
分
～

場　

所　

市
立
図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

こ
ぶ
た
の
会
の『
ワ
ク
ワ
ク
」お
は
な
し
会

日　

時　

７
月
27
日（
土
）10
時
30
分
～

場　

所　

市
立
図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

乳
幼
児
読
書
支
援
・
子
育
て
支
援

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

日　

時　

７
月
５
日（
金
）13
時
30
分
～

場　

所　

市
立
図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

内　

容　

生
後
７
カ
月
児
と
保
護
者
対
象
、
赤

ち
ゃ
ん
の
図
書
館
デ
ビ
ュ
ー
ご
案
内

ベ
ビ
ー
ヨ
ガ
＆
マ
ッ
サ
ー
ジ

　

そ
の
ほ
か
、
ス
タ
ン
プ
ア
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

日　

時　

７
月
26
日（
金
）10
時
30
分
～

場　

所　

ま
ち
づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー

対　

象　

２
カ
月
～
１
歳
く
ら
い

参
加
費　

２
０
０
円

持
ち
物　

バ
ス
タ
オ
ル
、
あ
か
ち
ゃ
ん
の
お
で

か
け
グ
ッ
ズ

定　

員　

10
組
程
度

問
合
先　

友
野

　

☎
０
９
０（
７
７
１
０
）２
３
８
９

お
外
で
遊
ぶ
親
子
の
会「
は
ね
こ
っ
こ
」

　

ど
ん
な
天
気
の
日
で
も
、
各
地
か
ら
き
た
親

子
が
集
ま
り
外
で
遊
ん
で
い
ま
す
。
自
然
の
中

で
何
を
す
れ
ば
い
い
か
わ
か
ら
な
い
方
、
語
り

合
え
る
仲
間
が
欲
し
い
方
、
妊
婦
さ
ん
、
一
緒

に
歩
き
ま
し
ょ
う
！

活
動
日　

毎
週
木
曜
日　

９
時
40
分
～
12
時
頃

場　

所　

羽
根
子
地
区

問
合
先　

梅
崎
奈
津
子

　

☎
０
７
０（
５
３
６
４
）５
８
３
５

Ｎ
Ｐ
Ｏ
子
育
て
応
援
サ
ー
ク
ル

「
ベ
ビ
タ
ス
マ
マ
タ
ス
」

ベ
ビ
マ
マ『
夏
が
来
た
！
』

　

夏
の
楽
し
い
遊
び
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
ゆ

か
た
・
じ
ん
べ
い
で
も
参
加
可
能
。
家
族
み
ん

な
で
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

日　

時　

７
月
16
日（
火
）10
時
～
12
時

　
（
受
付
開
始　

９
時
20
分
～
）

場　

所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
都
留
３
階
研
修
室

参
加
費　

子
ど
も
１
人
に
つ
き
４
０
０
円

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
こ
研

市
外
・
県
外
か
ら
お
越
し
の
マ
マ
た
ち

w
elcom

e

☆
話
そ
う
会
♪　
　

　

引
っ
越
し
て
来
た
方
も
、
地
元
出
身
の
方
も

大
歓
迎
！
同
じ
よ
う
に
都
留
市
で
子
育
て
を
頑

張
っ
て
い
る
マ
マ
同
士
、
お
話
し
ま
し
ょ
う
♪

日　

時　

７
月
10
日（
水
）10
時
～
11
時

場　

所　

ま
ち
づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー

対　

象　

未
就
園
児
の
親
子

定　

員　

先
着
８
組（
参
加
無
料
）

　
（
保
険
・
運
営
費
な
ど
）

定　

員　

40
組
位
※
未
就
園
児
と
そ
の
家
族

べ
ビ
マ
マ『
託
児
サ
ロ
ン
』

　

お
子
さ
ま
を
お
預
か
り
す
る
サ
ロ
ン
で
す
。

ス
タ
ッ
フ
が
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
４
時
間
、
お
子

さ
ま
の
お
世
話
を
し
ま
す
。

日　

時　

８
月
26
日（
月
）10
時
～
14
時

　
（
受
付
開
始　

９
時
40
分
～
）

場　

所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
都
留
３
階
研
修
室

定　

員　

15
名
程
度

対　

象　

未
就
園
児（
０
才
児
～
）

参
加
費　

子
ど
も
１
人
に
つ
き
８
０
０
円

　
（
保
険
・
運
営
費
な
ど
）

持
ち
物　

お
弁
当
、
飲
み
物
、
お
や
つ
、
着
替
え
、

く
つ
、
お
気
に
入
り
の
お
も
ち
ゃ
な
ど

※
持
ち
物
に
は
名
前
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

※
両
サ
ロ
ン
と
も
申
し
込
み
受
付
け
中
。
定
員

に
な
り
次
第
、
受
付
終
了
。

共
通
申
込
・
問
合
先

ベ
ビ
タ
ス
マ
マ
タ
ス
事
務
局（
小
林
）

　

☎
０
９
０（
７
８
１
５
）８
１
８
１

シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
・
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

　

ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
・
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し

て
活
躍
さ
れ
て
い
る
重
森 

啓
伍
先
生
に
よ
る
マ

マ
の
た
め
の
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
・
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
。

日　

時　

７
月
17
日（
水
）10
時
～
11
時

場　

所　

ま
ち
づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー

対　

象　

未
就
園
児
と
マ
マ

定　

員　

先
着
７
組

参
加
費　

３
０
０
円

持
ち
物　

タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま

た
は
バ
ス
タ
オ
ル

※
運
動
の
で
き
る
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

夏
休
み
企
画
☆
親
子
で
お
揃
い
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト

　

親
子
で
お
揃
い
の
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
を
制
作
し

ま
す
。
マ
マ
か
ら
の
手
作
り
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
も

ち
ろ
ん
、
自
分
で
で
き
る
お
子
さ
ん
は
、
制
作

か
ら
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
♪

日　

時　

７
月
25
日（
木
）10
時
～
11
時
30
分

場　

所　

ま
ち
づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー

対　

象　

小
学
生
以
下
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

定　

員　

先
着
10
組

参
加
費　

５
０
０
円（
材
料
費
込
み
）

※
い
ず
れ
の
イ
ベ
ン
ト
も
託
児
フ
ォ
ロ
ー
有
り
。

共
通
問
合
先　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で『
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
に
こ
研　

都
留
市
』で
検
索
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
携
帯
で
読
み
取
り
、

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
＠
に
登
録
い

た
だ
き
ま
す
と
、
に
こ
研

の
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
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デ
ザ
ー
ト
コ
ー
ナ
ー

新
登
場
！
生
プ
リ
ン

　

新
登
場
の
道

の
駅
つ
る
オ
リ

ジ
ナ
ル
ス
イ
ー

ツ「
生
プ
リ
ン
」

を
デ
ザ
ー
ト

コ
ー
ナ
ー
に
て

販
売
し
て
お
り

ま
す
。

　

地
元
食
材

に
こ
だ
わ
り
、

八
ヶ
岳
高
原
の

牛
乳
や
富
士
吉
田
、
都
留
市
産
の
新
鮮
な
卵
を

主
な
原
料
と
し
、
濃
厚
な
カ
ス
タ
ー
ド
と
ほ
ろ

苦
い
カ
ラ
メ
ル
が
絶
妙
な
美
味
し
さ
で
す
。
通

常
の「
生
プ
リ
ン
」と
併
せ
て
、
濃
厚
な
牛
乳
な

ど
素
材
に
こ
だ
わ
っ
た「
プ
レ
ミ
ア
ム
生
プ
リ

ン
」の
２
種
類
の
販
売
と
な
り
ま
す
。

　

限
定
30
個
が
即
日
完
売
に
な
る
ほ
ど
大
人
気

の
商
品
で
す
。
ぜ
ひ
一
度
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

「
生
プ
リ
ン
」　　
　
　
　
　

２
７
０
円（
税
込
）

「
プ
レ
ミ
ア
ム
生
プ
リ
ン
」　

３
２
４
円（
税
込
）

 
も
も
・
ぶ
ど
う
の
直
売
開
始

　

今
年
も
直
売
所
軒
下
に
て
県
内
産
の
も
も
と

ぶ
ど
う
の
産
直
販
売
を
し
て
お
り
ま
す
。
お
土

産
や
贈
り
物
に
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
試
食
も

ご
ざ
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
一
度
足
を
お
運
び
く
だ

さ
い
。

レ
ス
ト
ラ
ン

　

夏
の
冷
や
し
麺
と
し
て「
冷
や
し
中
華
」「
冷

し
坦
タ
ン
う
ど
ん
」に
加
え
、
新
メ
ニ
ュ
ー
と

し
て「
道
の
駅
つ
る
特
製
お
ざ
ら
」の
販
売
を
始

め
ま
す
。
期
間
限
定
で
す
の
で
ぜ
ひ
一
度
お
召

し
上
が
り
く
だ
さ
い
。

※『
お
ざ
ら
』と
は
…
ほ
う
と
う
の
麺
を
冷
水
で

締
め
て
、
暖
か
い
汁
に
つ
け
て
食
べ
る『
ほ
う

と
う
版
つ
け
麺
』の
こ
と
で
す
。

　

通
常
の
ほ
う
と
う
と
異
な
り
、
煮
込
ま
な
い

の
で
暑
い
夏
に
も
ぴ
っ
た
り
の
山
梨
の
郷
土
料

理
で
す
。

営業時間　9時～ 17時30分
申込・問合先　道の駅つる
　　　　　　　☎（43）1110
　　　　　　　都留市大原８８
http://www.1000nentsuru.com

道の駅　つる
イ
ベ
ン
ト

七
夕

開
催
日　

７
月
７
日（
日
）

場　

所　

直
売
所
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
中
央
入
口

　

道
の
駅
つ
る
の
各
ス
ポ
ッ
ト
３
カ
所
に
笹
を

設
置
し
ま
す
の
で
、
ご
来
店
の
際
に
は
短
冊
に

願
い
事
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。

夏
カ
レ
ー
・
焼
肉
祭
り

　
　

じ
ゃ
が
い
も
詰
め
放
題

開
催
日　

７
月
20
日（
土
）、
21
日（
日
）

場　

所　

直
売
所
、
レ
ス
ト
ラ
ン

　

レ
ス
ト
ラ
ン
に
て
、
地
元
産
の
野
菜
を
た
っ

ぷ
り
使
っ
た
夏
野
菜
カ
レ
ー
を
２
日
間
限
定
で

販
売
し
ま
す
。
ま
た
、
直
売
所
軒
下
で
は
富
士

湧
水
ポ
ー
ク
焼
肉
の
販
売
と
じ
ゃ
が
い
も
詰
め

放
題
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

カ
レ
ー
や
お
肉
を
食
べ
て
、
夏
の
暑
さ
を
吹

き
飛
ば
そ
う
！

と
う
も
ろ
こ
し
祭
り

開
催
日　

７
月
27
日（
土
）、
28
日（
日
）

場　

所　

直
売
所

　

直
売
所
軒
下
に
て
朝
採
れ
の
と
う
も
ろ
こ
し

と
、
焼
き
も
ろ
こ
し
の
販
売
を
行
い
ま
す
。
都

留
産
の
甘
く
て
お
い
し
い
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
ご

賞
味
く
だ
さ
い
。

肉
祭
り

開
催
日　

７
月
28
日（
日
）

場　

所　

直
売
所
精
肉
コ
ー
ナ
ー

　

毎
月
恒
例
の
富
士
湧
水
ポ
ー
ク
、
肉
祭
り
を

開
催
し
ま
す
。
人
気
の
部
位
が
お
安
く
な
っ

て
お
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
こ
の

機
会
に
お
買
い

求
め
く
だ
さ

い
。

体
験
教
室

ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
作
り
体
験
教
室

日　

時　

７
月
13
日（
土
）13
時
～

場　

所　

体
験
教
室

金　

額　

２
、９
１
６
円（
税
込
）

　

大
好
評
の
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
教
室
を
今
月
も
開

催
し
ま
す
。
詳
細
は
道
の
駅
つ
る
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

塩
こ
う
じ
・
醤
油
こ
う
じ（
発
酵
調
味
料
）作
り

体
験
教
室

日　

時　

７
月
27
日（
土
）13
時
～

場　

所　

体
験
教
室

金　

額　

２
、１
６
０
円（
税
込
）

定　

員　

10
名

　

今
、
人
気
の
発
酵
調
味
料「
塩
こ
う
じ
」と

「
醤
油
こ
う
じ
」作
り
の
体
験
教
室
で
す
。
作
っ

た
こ
う
じ
は
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
け
ま
す
。

　

詳
細
は
道
の
駅
つ
る
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

そ
の
他

地
域
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
団
体
参
加
募
集
中

　

道
の
駅
つ
る
で
は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や
イ
ベ
ン

ト
広
場
で
楽
器
の
演
奏
会
や
合
唱
会
な
ど
に
出

演
し
て
く
だ
さ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
！
是

非
こ
の
機
会
に
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
表
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

※
営
利
目
的
で
の
利
用
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
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Culture今月のおススメ
Recommendation

図書館だより

SUN MON TUE WED THU FRI SAT

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

８月の開館ご案内

開館時間
　９時30分～ 17時15分
　※火・水・木は２階のみ
　19時まで開館します。
問合先
　都留市立図書館
　☎（43）1324

今 月 の 新 着

児童図書
　全130 冊

一般図書
　全188 冊

『インド神話物語
マハーバーラタ　上・下』

　世界最大級の叙事詩「マ
ハーバーラタ」を再話し、読
みやすく胸躍る物語に。映画
や人気ＲＰＧの想像力の源泉
となった神々と英雄が織りな
す壮大な世界へ、この夏は挑
戦してみませんか。

ﾃﾞー ｳ ｧ゙ﾀ ｯ゙ﾀ・ﾊ ﾄ゚ﾅｰﾔｸ 著
沖田 瑞穂 監訳 / 村上 彩 訳
原書房

『ぼくはなきました』

　参観日に自分のいいところ
を発表することになったけ
ど、そうたは自分のいいとこ
ろが見つかりません。友達の
いいところなら沢山見つかる
のに…。
　自分に自信をつける、学校
がもっと好きになる絵本シ
リーズ第４弾。

くすのきしげのり 作
石井聖岳 絵
東洋館出版社

第
65
回
青
少
年
読
書
感
想
文

全
国
コ
ン
ク
ー
ル
課
題
図
書

貸
出
開
始　

７
月
４
日（
木
）

貸
出
期
間　

１
週
間

※
当
該
学
年
の
利
用
者
カ
ー
ド
を
お

持
ち
の
方
に
貸
出
し
、
貸
出
中
の
場

合
は
予
約
を
承
り
ま
す
。

　

課
題
図
書
は
図
書
館
の
ほ
か
、
禾

生
、
盛
里
、
宝
、
東
桂
の
各
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
尾
県
郷
土
資
料

館
で
利
用
で
き
ま
す
。

　

課
題
図
書
の
ほ
か
に
も
感
想
文
用

の
お
す
す
め
の
本
が
あ
り
ま
す
。

■
小
学
校
低
学
年

魔
女
の
の
ろ
い
ア
メ

ス
タ
ン
リ
ー
と
ち
い
さ
な
火
星
人

心
っ
て
ど
こ
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
？

も
ぐ
ら
は
す
ご
い

■
小
学
校
中
学
年

か
み
さ
ま
に
あ
い
た
い

子
ぶ
た
の
ト
リ
ュ
フ

そ
う
だ
っ
た
の
か
！
し
ゅ
ん
か
ん
図
鑑

ハ
チ
ご
は
ん

■
小
学
校
高
学
年

ぼ
く
と
ニ
ケ

か
べ
の
む
こ
う
に
な
に
が
あ
る
？

マ
ン
ザ
ナ
の
風
に
の
せ
て

も
う
ひ
と
つ
の
屋
久
島
か
ら

■
中
学
校

星
の
旅
人

あ
る
晴
れ
た
夏
の
朝

サ
イ
ド
・
ト
ラ
ッ
ク

■
高
等
学
校

こ
の
川
の
む
こ
う
に
君
が
い
る

ザ
・
ヘ
イ
ト
・
ユ
ー
・
ギ
ヴ

ヒ
マ
ラ
ヤ
に
学
校
を
つ
く
る

SUN MON TUE WED THU FRI SAT

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

７月の開館ご案内

学習席増設のお知らせ（予定）
　7月23日（火）から 8月21日（水）の期間、多目的ルーム（会議室）を学習室として利用
できます。※会議開催日をのぞく。
利用可能時間　9時30分～ 17時
　現在の利用可能日は下記カレンダーの通りです。

第65回青少年読書感想文全国コンクール標語
　　「読んで世界を広げる、
　　　　　　　書いて世界をつくる。」　　　
★感想文ってどう書くの？どんな本を読めばいいの？
　そんな疑問に ！ヒント！
　８月２日（金）感想文講座開催！
　※詳細は広報22 ページをご覧ください。
★課題図書 700冊 一挙展示！
　昭和・平成・令和、歴代課題図書の展示・貸出
　※詳細は広報21 ページをご覧ください。

　　　学習席利用可能日※会議開催で前日変更になる場合があります。当日ご確認ください。　○印が休館日です。
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Culture

都留市立図書館　夏休み企画

■戦後74年朗読と講演の集い　詩、　ことばの力 ～平和を願って～
　これから先も「“ 戦後何年 ” という言い方がずっと続いてほしい」※との人びとの願いを集め、今年も平和を祈る集
いを開催します。　※ＮＨＫアーカイブス制作班編『吉永小百合の祈り』（2015 年 新日本出版社刊）より
　今回は、『詩、ことばの力』をテーマに、詩人であり、山梨日日新聞「月間詩壇」の選者である古屋 久昭さんのお話
から、詩とことばの力、平和への貢献などについて考えます。　
日　時　８月３日（土）　13時30分～ 15時30分　　
場　所　まちづくり交流センター３階　多目的ルーム
朗　読　ボランティアサークルひびきの会、関口 幸恵さん
講　演　古屋 久昭さん（山梨県詩人会顧問、日本現代詩人会会員）
　　　　 「戦争、その時 詩人は ～戦時下の山梨の詩人たちを中心に～」

■ 資料展示　戦後課題図書の歴史 
　　　　～昭和・平成、令和　三世代で読むあの名作～

　親から子へ、祖父母から孫へ、かつて読んだ一冊を手渡しましょう！
　　青少年読書感想文全国コンクール ( 全国学校図書館協議会、毎日新聞社 主催、内閣府・文
　部科学省 後援 ) は、今年第65回を迎えました。本展は初めて課題図書が指定された昭和37
　（1962）年の第８回コンクールから今年度までの課題図書（全851点）から、約700点を展示し
　ます。時代をこえて読み継がれている作品や、多くの平和児童文学も課題図書として読まれ
　てきました。あなたのなつかしい一冊をさがしてみてください。
　

期　間　７月20日（土）～８月25日（日）　※休館日をのぞく
場　所　市立図書館閲覧室（２階）
内　容　「青少年読書感想文全国コンクール」課題図書（1962 ～ 2019年）の展示・貸出
　　　　※2019 年度（令和元年）の図書は 7 月4 日（木）から貸出を受け付けます。

夏休みこども映画会　＜都留市学童保育連絡協議会・市立図書館共同企画＞

　低中学年向け　７月30日（火）、31日（水）の午前及び午後の部、８月１日（木）午前の部
　高学年向け　８月１日（木）午後の部
　時　間　午前の部　10時～、　午後の部　14時～　（各回約70分）　
　上映作品　「おしりたんてい」、「銀河鉄道の夜」ほか
　場　所　まちづくり交流センター３階多目的ルーム　※どなたでも参加できます。

親子で体験 やさしいキッズプログラミング

　日　時　７月20日（土）10時～ 12時、13時30分～ 15時30分　
　場　所　図書館３階　幼児・情報フロア、４階大ホール
　対　象　小学校中学年以上、各回親子６組※ 要事前申込
　内　容　ＰＣで簡単なアニメを作成します（テキスト付）。
　　　　　ロボット走行やドローン飛行の実演も行います。

協　力　公益社団法人全国学校図書館協議会　http://www.j-sla.or.jp/

《同時開催》　　

　課題図書作家 吉田としの業績　市民の作品展示　特別編
　

　児童文学作家として読書感想文全国コンクール課題図書に３回選ばれ、また「コバルトシリーズ」などジュニアロ
マン小説で思春期の少女たちに愛読された吉田とし氏の旧蔵書（自著）を展示します。展示品は、吉田氏の遺族（妹）
新谷峰子氏と親交があり、吉田氏の蔵書等を譲り受けた瀧口幸男さん（西桂町在住）の蔵書です。
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開館時間　９時～ 17 時
※最終入館は 16 時30 分まで
観  覧  料　一　　　般  300 円（210 円）
　　　　　高・大学生  200 円（140 円）
　　　　　小・中学生  100 円（70 円）
※（ ）内は、20 名以上の団体料金です。
休  館  日　月曜日、祝日の翌日
問  合  先　ミュージアム都留
　　　　　☎45-8008

Culture

開催期間　7月13日（土）～ 9月15日（日）
　日本を代表するアートとして、日本刀、浮世絵とともに欧米における高い認知度を誇る根付（ねつけ）。
　「魂の造形－日本刀展」に続く、全国規模の美術工芸品の企画展として、全国50名を超える現代根付作家の作品を
一堂に集めました。また特別出展として、国宝・重要文化財を多数生み出した江戸時代の巨匠で琳派の祖である「尾
形光琳」の「橋に鷺（さぎ）蒔絵印籠」（冬木家伝来）、幕末～明治の金工界で最高位に位置した帝室技芸員（人間国宝）で
ある「加納夏雄」による刀装具の傑作の数々を展示致します。
　現代根付から江戸～明治期の名人、名工の作品が織りなす、美しき和の世界をご堪能ください。

第
26
回
都
留
市
ふ
れ
あ
い
全
国
俳
句
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
！

　

５
月
25
日（
土
）、
ま
ち
づ
く
り
交
流
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て「
都
留
市
ふ
れ
あ
い
全

国
俳
句
大
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
各
地
の
俳
句
愛
好
家
や
学
生
か
ら

４
、６
０
０
句
を
越
え
る
作
品
が
応
募
さ

れ
、
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
当

日
の
句
会
に
も
３
２
８
句
の
作
品
が
投
句

さ
れ
ま
し
た
。

応
募
作
品
の
部

一
般
部
門

大
賞（
文
部
科
学
大
臣
賞
）

　

看
取
て
ふ
二
人
の
時
間
冬
薔
薇

　
　
　
　
　
　

富
士
吉
田
市　

鈴
木
文
代

山
梨
県
知
事
賞

　

日
没
の
湖
の
暗
さ
や
猟
期
果
つ

　
　
　
　
　

岡
山
県
津
山
市　

岡
田
邦
男

山
梨
県
議
会
議
長
賞

　

寒
紅
を
き
り
り
と
引
き
て
出
動
す

　
　
　
　

神
奈
川
県
平
塚
市　

石
黒
和
風

山
梨
県
教
育
委
員
会
教
育
長
賞

　

嫁
ぐ
気
の
な
き
子
の
雛
を
ま
た
飾
る

　
　
　
　
　

東
京
都
荒
川
区　

小
林
春
江

都
留
市
長
賞

　

百
歳
の
嫗
見
上
ぐ
る
桜
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　

都
留
市　

中
村
進
六

山
梨
日
日
新
聞
社
賞

　

竜
天
に
登
り
除
染
土
残
り
け
り

　
　
　
　
　

東
京
都
町
田
市　

谷
川　

治

山
梨
放
送
賞

　

生
業
を
退
い
て
本
業
種
を
蒔
く

　
　
　
　
　
　
　
　

都
留
市　

武
井
邦
夫

富
士
急
行
賞

　

若
き
日
の
夢
信
じ
つ
つ
初
日
記

　
　
　
　
　
　
　
　

都
留
市　

大
澤
茂
子

親
子
で
体
験
！
夏
休
み
宿
題
解
決
講
座

　

教
員
や
教
員
経
験
者
が
夏
休
み
の
宿
題
に

悩
む
小
学
生
や
保
護
者
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

①
絵
画　

日　

時　

７
月
27
日（
土
）９
時
～
12
時

定　

員　

10
組

②
自
由
研
究

日　

時　

７
月
28
日（
日
）９
時
～
11
時
50
分

対　

象　

小
学
４
～
６
年
生

定　

員　

12
組

※
事
前
に
テ
ー
マ
を
決
め
、
申
し
込
み
の
際

に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

③
読
書
感
想
文　

日　

時　

８
月
２
日（
金
）９
時
15
分
～
12
時

定　

員　

10
組

※
③
の
み
、
市
立
図
書
館
に
集
合
に
な
り
ま

す
。
事
前
に
図
書
館
利
用
者
カ
ー
ド
を
作
っ

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

共
通
事
項

対　

象　

市
内
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

会　

場　

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
都
留

参
加
費　

無
料

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
先　

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
都
留

高
校
生
・
大
学
生
部
門

大
賞（
文
部
科
学
大
臣
賞
）

　

講
義
ま
で
あ
と
三
分
の
か
き
氷

　
　
　
　
　

二
松
学
舎
大
学　

松
浦
桜
香

山
梨
県
知
事
賞

　

岩
石
に
混
沌
の
跡
冬
日
和

　
　
　
　
　
　
　

長
崎
大
学　

塩
谷
天
秀

山
梨
県
議
会
議
長
賞

　

夏
合
宿
七
人
待
ち
の
大
便
器

　
　
　
　

鹿
児
島
工
業
高
校　

坂
田
龍
雅

山
梨
県
教
育
委
員
会
教
育
長
賞

　

紅
梅
の
漢
詩
の
や
う
に
し
だ
れ
け
り

　
　
　
　
　
　
　

開
成
高
校　

笹
田
陽
太

都
留
市
長
賞

　

春
満
月
市
に
象
牙
の
横
た
は
る

　
　
　
　
　
　

名
古
屋
高
校　

塩
崎
達
也

都
留
文
科
大
学
学
長
賞

　

軒
下
で
猫
の
寝
る
夜
お
お
い
ぬ
座

四
ツ
葉
学
園
中
等
教
育
学
校　

青
柳
空
良

当
日
投
句
作
品
の
部

都
留
市
長
賞

　

手
話
の
娘
に
道
譲
ら
る
る
祭
か
な

　
　
　
　
　
　

富
士
吉
田
市　

青
柳
時
子

都
留
市
議
会
議
長
賞

　
晩
節
は
留
守
居
に
徹
す
祭
笛

　
　
　
　
　
　
　
　

都
留
市　

志
村
光
代

都
留
市
教
育
長
賞

　

田
の
神
へ
し
ん
が
り
を
行
く
祭
か
な

　
　
　
　
　

東
京
都
品
川
区　

村
本　

麗

山
梨
日
日
新
聞
社
賞

　

老
鶯
や
五
百
羅
漢
に
千
の
耳

　
　
　
　

東
京
都
八
王
子
市　

大
串
若
竹

山
梨
放
送
賞

　

一
管
の
笛
に
始
ま
る
祭
か
な　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

都
留
市　

高
部
志
づ
の

関連イベント（要予約）
◆国際根付彫刻会会長による
　　　　　　　　ギャラリートーク
講　師　黒岩　明
日　時　7月28日（日）13時30分～
定　員　60名（参加無料）
◆駒師「寉峯」による将棋の駒の
　　　　　　　　　小根付体験教室
講　師　遠藤　寉峯氏（駒師）
日　時　7月17日（水）13時30分～
定　員　20名（見学可）
料　金　500円（１点）
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Culture

イベントインフォメーション
「都の杜うぐいすホール」にて開催される、さまざまな催しの

情報をお届けします。ぜひ、豊かな緑と静寂の中で、くつろ
ぎのひとときを…

【7 月の休館日】2・9・16・23・30 日は休館します。【市内プレイガイド】都の杜うぐいすホール☎（43）1515 　都留市まちづくり交流センター
（旧文化会館）☎ (43)1321　セブンイレブン都留文大通り店☎ (45)1774　ファミリーマートかぶとや都留店☎ (45)1855
【会員予約・割引】�友の会会員優先予約チケット、料金割引はうぐいすホールのみでの取り扱いとなります。　
【各公演の問合せ・チケット予約】　都の杜うぐいすホール（一般財団法人都留楽友協会）☎ (43)1515【ホームページ】http://uguisuhall.jp

ビック・バンドの音楽をノリノリで楽しみましょう！
入場無料！

　市内外の愛好家で結成された郡内唯一のビッグ・バ
ンド「Musical Piece（ミュージカルピース）」、うぐいす
ホール初のコンサートを開催します。スタンダード・
ジャズから歌謡曲 、J ポップ 、アニメソングまで、
名曲の数々を楽しみましょう！

■18時開演■小ホール■全席自由■入場無料■演奏
曲目　イン・ザ・ムード、ムーンライト・セレナーデ、
ビター・スイート・サンバ、ルパン三世のテーマほか

7/13（土）Musical Piece 1st コンサート 

公演迫る！チケット好評販売中！

　世界26カ国 500都市 観客動員数800万人超！圧倒的
な音表現を持つ「和太鼓」そして、美しい旋律の篠笛・
三味線・箏などを驚異のパフォーマンスで表現、想像
を完全に裏切る「最新の日本エンターテイメント」。太
鼓で泣く、笑う。あなたは想像できますか？

■16時30分開演■大
ホール■全席指定　
5,800円／会員5,500
円／バルコニー席
5,000円（一律）※当
日はそれぞれ 300円
UP。6歳児未満入場
不可■演出　フラン
コドラオ■衣装デザ
イン　コシノジュン
コ

7/28（日）ＤＲＵＭ ＴＡＯ ザ・ドラマーズ7/21（日）ベリータ結成30周年 Leaves 結成5周年 
記念コンサート～合唱讃歌～

市内２つの合唱団による合同コンサート！入場無料！

　市内外で活躍する合唱団、ベリータと Leaves によ
る合同コンサート。美しい旋律とハーモニーにのせ
て、合唱の楽しさ、素晴らしさをお届けします。ご家
族連れでご来場ください。

■13時30分 開 演 ■ 大
ホール■全席自由■入場
無料※3歳以下のお子様
をお連れの方は、客席入
口付近の座席をご利用く
ださい■指揮：澤田洋一、
山宮正浩／ピアノ：笠井
身江子、滝口しのぶ■プ
ログラム　ふるさとの四
季、うたをうたうときほ
か

11/9（土）東建コーポレーション Presents  中村雅俊 45th ANNIV. CONCERT TOUR 2019 
　　　　ON and ON Vol.3 Acoustic Unit 
新着！中村雅俊45周年アニバーサリー公演！
チケット前売　会員7/24（水）10時～※初日は電話予約のみ／一般8/9（金）10時～

　ドラマ・舞台・歌手と多岐にわたる活躍を続け、今年デビュー 45周年を迎え
る中村雅俊。長きにわたってファンを魅了し続ける歌声を、アコースティックサ
ウンドに乗せてお届けします。

■16時開演■大ホール■全席指定　5,500円／会員5,200円※未就学児入場不可

7/20（土）第3 回 合唱団 杜の Choir コンサート

新着！地元中高生たちによる素敵なハーモニー！入場
無料！

　市内外の中高生によって設立された合唱団「杜の
Choir」による 3 回目の演奏会。コンサートに向け、
14 名のメンバーで練習を重ねております。東桂中学

校有志合唱団も出演します。元気でフレッシュなコー
ラスにご期待ください。

■14時開演■小ホール■全席自由■入場無料■演奏
曲目　君が君に歌う歌、ほたるこい、君とみた海、
大地讃頌、COSMOS、友～旅立ちの時～  ほか■団

員募集中！見
学・ 体 験（ 練
習は月4回 程
度）もできま
す［ 連 絡 先：
tsuru1music@
yahoo.co.jp］
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協　働　通　信 2019年（令和元年）７月

▽都留市まちづくり
　市民活動支援
　センター
　都留市中央3-8-1
　都留市まちづくり
　交流センター１階
▽開館
　火～日（祝日除）
　8:30～17:15
▽問い合わせ先
　mail：shien@city.
　tsuru.yamanashi.jp
　　　☎（43）1321
ＦＡＸ　（43）1322

地
域
の
お
知
ら
せ

◆
谷
村
地
域

夢
実
現
ひ
ろ
ば「
救
急
法
の
学
習
」

救
急
法
を
学
び
！
明
日
に
備
え
よ
う
！

日　

時　

７
月
25
日（
木
）13
時
30
分
～
15
時
30
分

場　

所　

都
留
市
消
防
署

問
合
先　

ま
ち
づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー

　

☎（
43
）１
３
２
１

◆
東
桂
地
域

お
な
ん
淵
・
鹿
留
川
の
一
斉
清
掃

日　

時　

７
月
15
日（
月
・
祝
）9
時
～

集
合
場
所　

お
な
ん
淵
上
の
東
京
電
力
空
地

服　

装　

軍
手
な
ど
清
掃
の
で
き
る
服
装

問
合
先　

東
桂
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

☎（
45
）６
６
４
４

◆
三
吉
地
域

菅
野
川
河
川
公
園
の
草
刈
と
清
掃

日　

時　
　

７
月
７
日（
日
）８
時
～

集
合
場
所　

サ
ン
タ
ウ
ン
玉
川
河
川
敷
付
近

服
装
な
ど　

帽
子
、
長
靴（
安
全
靴
）、
手
袋
、

タ
オ
ル
、
作
業
着
、
草
刈
機
、
鎌
、
熊
手
な
ど

問
合
先　

三
吉
地
地
域
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推

進
会 

会
長 

相
川
義
美　

☎（
43
）３
０
９
３

◆
宝
地
域

宝
地
区
の
絶
景
を
紹
介
し
て
み
ま
せ
ん
か

～
写
真
展
掲
示
作
品
募
集
～

　

応
募
写
真
は
七
里
ま
つ
り
で
展
示
し
ま
す
。

来
場
者
に
好
き
な
風
景
に
投
票
し
て
も
ら
い
、

得
票
の
多
か
っ
た
12
枚
の
写
真
を
今
年
の
七
里

十
二
景
と
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

募
集
写
真　

宝
地
域
で
撮
影
さ
れ
た
写
真

募
集
期
間　

10
月
31
日（
木
）ま
で

サ
イ
ズ　

自
由（
L
版
、
は
が
き
サ
イ
ズ
な
ど
）

提
出
先　

宝
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

※
写
真
裏
面
に
住
所
、
氏
名
、
撮
影
箇
所
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

七
里
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　

☎（
45
）６
６
８
８

　

都
留
文
科
大
学
地
域
交
流
研
究
セ
ン
タ
ー
で

発
行
し
て
い
る「
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ノ
ー
ト
」を
紹

介
し
ま
す
。
都
留
の
自
然
や
地
域
の
魅
力
を
掘

り
起
こ
し
、
私
た
ち
に
都
留
の
素
晴
ら
し
さ
を

再
発
見
さ
せ
て
く
れ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ノ
ー
ト

の
魅
力
に
つ
い
て
、
地
域
交
流
研
究
セ
ン
タ
ー

の
北
垣
憲
仁
教
授
に
お
話
を
伺
っ
て
き
ま
し
た
。

◆
18
年
目
を
迎
え
、

　
　
　

創
刊
１
０
０
号
を
超
え
ま
し
た

　

北
垣
教
授
が「
自
然
」を
テ
ー
マ
と
し
た
授
業

を
担
当
し
て
い
る
中
で
、
学
生
た
ち
と
手
作
り

の「
第
1
号
」を
発
行
し
た
の
が
、
２
０
０
２
年

の
こ
と
。
全
国
各
地
か
ら
や
っ
て
来
た
学
生
た

ち
は
次
々
に
都
留
の
魅
力
を
発
見
し
、
毎
回

様
々
な
特
集
テ
ー
マ
が
出
て
き
ま
し
た
。

　

地
域
の
人
に
と
っ
て
は
当
た
り
前
の
こ
と
を
、

学
生
が
新
し
い
目
線
で
都
留
の
魅
力
と
し
て
再

発
見
し
て
い
ま
す
。

◆
取
材
を
通
し
て
広
が
る
地
域
の
輪

　
「
記
録
す
る
大
切
さ
」も
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ノ
ー

ト
の
良
さ
の
一
つ
で
す
が
、
取
材
を
通
し
て
学

生
と
地
域
の
人
間
関
係
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と

も
大
切
さ
の
一
つ
。

　

都
留
市
の
魅
力
は
、
市
民
の
方
が
学
生
を
温

か
く
迎
え
て
く
だ
さ
る
こ
と
だ
そ
う
で
す
。
魅

力
あ
る
人
と
の
出
会
い
や
編
集
部
で
の
経
験

は
、
学
生
の
か
け
が
え
の
な
い
財
産
と
な
り
、

フ
ィ
ー
ル
ド
・
ノ
ー
ト
に
関
わ
っ
た
経
験
を
進

路
や
地
域
活
動
に
活
か
し
て
く
れ
る
学
生
も
た

く
さ
ん
い
ま
す
。

◆
北
垣
教
授
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
『
フ
ィ
ー
ル
ド
･
ノ
ー
ト
』を
発
行
し
た
当
初
、

１
０
０
号
ま
で
続
く
と
は
予
想
も
し
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
記
事
に
し
た
い
内
容
は
や
が
て
底

を
つ
く
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
し
た
私
の
不
安

を
よ
そ
に
、
学
生
は
地
域
に
出
て
み
ず
か
ら
の

関
心
に
沿
っ
た
魅
力
を
掘
り
起
こ
し
て
き
ま
し

た
。「
水
掛
菜
」、「
山
葵
」、「
ゴ
ミ
」、「
田
畑
」、

「
家
」、「
う
ら
山
博
物
館
」な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

テ
ー
マ
で
冊
子
は
号
を
重
ね
て
い
き
ま
し
た
。

　
『
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ノ
ー
ト
』を
編
集
す
る
学
生

は
全
国
か
ら
集
ま
っ
て
く
る
だ
け
に
、
そ
れ
ぞ

れ
地
域
を
見
る
目
や
関
心
、
感
性
も
異
な
り
ま

す
。
そ
し
て
何
よ
り
市
民
の
み
な
さ
ん
の
学
生

へ
の
あ
た
た
か
い
対
応
や
励
ま
し
が
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
、
こ
こ
ま
で
発
行
を
続
け
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
す
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
未
熟
な
冊
子
で
す
が
今
後
と
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■フィールド・ノート第100号
　�今年の 3月に発行された第100号。

表紙は、フィールド・ノート編集
部の卒業生が描いた絵です。

■�フィールド・ノート編集部　取材から原稿作成、
　編集作業まで学生たちが中心となって進めます。

■北垣教授　18年間の歴史や学生への思いな
ど、たくさんのお話を聞かせていただきました。

　 R 1 . 7 . 1 2 4



協　働　通　信

広報『つる」広告募集！
あなたのお店の広告を広報つるに載せてみませんか？
広報『つる」は、都留市内の各家庭に配布されています
（10,500部発行）ので、多くの方の目に触れます！

問合先：総務課　法制広報担当

毎月第１日曜日は『家庭の日」
毎月第３日曜日は『青少年を育む日」です。

青少年育成都留市民会議編集委員

広告料金

掲載月は、①1・2月②3・4月③5・6月④7・8月
⑤9・10月⑥11・12月の６パターンとなります。
掲載状況につきましては、下記をご参考としてください。
また、詳細につきましては、ぜひお問い合わせください。

掲載場所 印刷色 金額 /枠 備考
裏面 カラー 20,570 2カ月掲載
内面 2色刷り 10,280 2カ月掲載

　
子
ど
も
た
ち
は
元
気
に
学
校
に
通
っ

て
い
る
で
し
ょ
う
か
？

　
楽
し
い
学
校
生
活
に
も
ト
ラ
ブ
ル
は

付
き
も
の
で
す
。
特
に
、
困
っ
た
関
係

が
続
く
と
悩
ん
だ
り
苦
し
ん
だ
り
し
て

元
気
に
学
校
に
通
う
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
。

　
あ
る
少
年
Ａ
く
ん
の
話
で
す
。
Ａ
く

ん
は
低
学
年
の
時
か
ら
興
味
の
あ
る
こ

と
に
執
着
し
て
、
楽
し
い
こ
と
や
興
味

を
持
っ
た
こ
と
の
競
争
相
手
に
無
茶
な

こ
と
を
言
っ
た
り
睨
み
つ
け
た
り
し

て
、
す
ぐ
怒
り
だ
す
子
で
し
た
。
利
害

対
立
し
た
友
達
に
暴
力
を
振
る
っ
た
り

意
地
悪
を
し
た
り
を
、
執
念
深
く
繰
り

返
し
ま
し
た
。
先
生
が
仲
裁
に
入
ろ
う

に
も
、
他
の
人
が
自
分
に
対
し
て
不
利

益
な
こ
と
を
し
て
い
る
と
思
い
込
み
、

自
分
の
行
い
を
省
み
る
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
。
果
て
は
先
生
に
も
暴
言
を
吐
く

始
末
で
す
。

　
そ
の
Ａ
く
ん
が
数
年
後
、
と
て
も
よ

い
子
に
な
り
ま
し
た
。
小
学
校
を
卒
業

す
る
頃
に
は
、
友
だ
ち
と
の
関
係
も
改

善
し
て
、
小
グ
ル
ー
プ
で
は
リ
ー
ダ
ー

的
な
存
在
に
な
っ
て
い
た
の
で
す
。
過

去
に
聞
い
た
話
や
そ
の
後
の
話
か
ら
は

想
像
で
き
な
い
変
貌
を
担
任
の
先
生
に

尋
ね
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
き
っ
と

強
い
指
導
や
劇
的
な
事
件
が
あ
っ
た
の

だ
ろ
う
と
想
像
し
て
い
ま
し
た
。
す
る

と
驚
き
の
回
答
が
得
ら
れ
た
の
で
す
。

　
こ
の
担
任
が｢

相
手
を
見
つ
め
る
こ

と
と
自
分
を
見
つ
め
る
こ
と｣

の
大
切

さ
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
る
取
り
組
み

を
は
じ
め
ま
し
た
。
ま
た
、「
自
分
の

気
持
ち
を
ぶ
つ
け
ず
に
、
時
間
を
お
い

て
対
応
す
る
こ
と
」の
大
切
さ
を
学
級

青少年への声かけ・あいさつ運動の推進
『大人も子どももすすんであいさつをしよう』

全
体
に
丁
寧
に
伝
え
続
け
た
と
い
う
の

で
す
。

　
あ
る
と
き
担
任
が
Ａ
く
ん
に
話
し
か

け
る
と
、
Ａ
く
ん
は
自
分
の
こ
と
を
話

し
だ
し
ま
し
た
。「
興
奮
し
た
と
き
に

自
分
が
悪
い
こ
と
を
考
え
ら
れ
な
い
」

「
よ
く
考
え
て
も
自
分
よ
り
相
手
が
悪

い
と
思
う
」と
の
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、

自
分
の
非
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い

の
で
す
。
そ
し
て
ぽ
つ
ん
と「
俺
、
い

ろ
い
ろ
言
わ
れ
て
困
る
」と
言
っ
た
そ

う
で
す
。
こ
れ
を
自
ら
語
っ
た
こ
と

に
、
担
任
は
Ａ
く
ん
の
大
き
な
成
長
を

感
じ
取
っ
た
そ
う
で
す
。

　
そ
の
後
、
担
任
は「
自
分
が
悪
か
っ

た
か
も
し
れ
な
い
」「
間
違
っ
た
か
も
し

れ
な
い
」と
い
う「
か
も
し
れ
な
い
」の

考
え
方
を
Ａ
く
ん
の
た
め
に
学
級
で
確

認
し
、
指
導
し
続
け
ま
し
た
。
友
だ
ち

も
辛
抱
強
く
Ａ
く
ん
に
接
し
、
家
庭
も

学
校
と
同
様
に
対
応
し
て
く
れ
ま
し

た
。
悪
い
こ
と
を
し
た「
か
も
し
れ
な

い
」の
で
断
定
的
に
他
の
人
を
責
め
な

く
な
り
、
ト
ラ
ブ
ル
が
激
減
し
て
い
き

ま
し
た
。

　
後
に
有
識
者
の
見
解
か
ら
、
Ａ
く
ん

は「
挑
戦
反
抗
性
障
害
」と
い
う
障
害
だ

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
こ
と
、
も
し
そ

う
だ
と
す
る
と
環
境
変
化
で
大
き
な
改

善
が
見
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
こ
と
、
周

囲
の
関
わ
り
の
改
善
は
非
常
に
有
効
で

あ
る
こ
と
な
ど
が
わ
か
り
ま
し
た
。
実

際
に
一
番
困
っ
て
い
た
の
は
Ａ
く
ん
本

人
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
の
こ
と
で

す
。

　
Ａ
く
ん
を
悪
い
子
だ
と
見
切
ら
ず
に

関
わ
り
続
け
た
友
だ
ち
や
家
族
や
先
生

を
た
た
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

連載・青少年健全育成シリーズ　第336回

  『この子は悪い子？』
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健康

づくり　
Ｖｏｌ

.27 塩分、気にしたことありますか？
～食生活改善推進員会事業報告～

　１日に塩分をどのくらい摂っているか把握していますか？
山 梨 県 民 の １ 日 あ た り の 塩 分 摂 取 量 は 男 性 で 11.5 グ ラ ム、 女 性 で
9.6 グ ラ ム で す が、目標量は、男性で８グラム未満、女性で７グラ
ム未満と言われています！
　市では減塩の取り組みとして昨年度、 都留市食生活改善推進員が
家庭訪問を行い、 市内442 名に汁物の塩分測定（塩分測定器「減塩く
ん」）とアンケート調査を実施しましたので、 その調査結果をお知ら
せします。

問合先　健康子育て課　☎（46）5113

減塩のポイント～塩分摂取量に気をつけよう～

次回のテーマは『夏バテ』について

食品 目安量 食塩相当量
みそ汁 お椀１杯（150cc） 1.2 グラム
梅干し １個（15 グラム） 3.3 グラム
焼きちくわ １本（30 グラム） 0.6 グラム
ウインナー ３本（30 グラム） 0.6 グラム
プロセスチーズ １切れ（20 グラム） 0.6 グラム
食パン １枚（60 グラム） 0.8 グラム

≪塩分が多いものは 1日1回まで≫
　漬物や練り物、加工食品は塩分が多く含まれ
ているので、塩分摂取量を抑えるためにも 1日
に 1回までを心がけることが大切です。汁物も
1日1杯までにすることで、塩分の摂りすぎを
予防することができます。また、ラーメンなど
の麺のスープは塩分が多いので、スープは残す
ようにしましょう。

旨味だしよりも天然のだし ( かつお節、煮干し、昆布など )
を使った方がうま味がでるので、塩分を控えられます！

◆みそ汁のだしの取り方 ◆みそ汁の具の数 /１日に飲む回数
具の量が多いと汁の量も少なくてすむため、みそ
の量を減らすことができ、減塩につながります。

旨味だしのみ
55％

かつお節
+ 昆布 ４％

かつお節
+ 旨味だし ４％

煮干しのみ
13％

煮干し＋旨味だし
10％

かつお節のみ
６％

その他
８％

汁物の塩分測定・アンケート調査結果

飲む回数 割合
ほとんど飲まない 7.0％
１回 62.1％
２回 27.0％
３回 3.9％

１種類
2.8％

４種類以上
36.8％

３種類
41.9％

２種類
18.5％
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お知らせ

月

＆ 募集

Information

７
お
知
ら
せ

情
報
公
開
・

個
人
情
報
の
開
示
状
況

情
報
公
開
実
施
状
況
の
公
表

　

都
留
市
情
報
公
開
条
例（
平
成
12
年
都
留

市
条
例
第
38
号
）
第
35
条
の
規
定
に
基
づ

き
、
平
成
30
年
度
に
お
け
る
情
報
公
開
の

実
施
状
況
を
次
の
と
お
り
公
表
し
ま
す
。

実
施
機
関
別
の
請
求
件
数

　

市
長　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
件

　

議
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
件

公
開
等
の
状
況

　

公
開　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
件

　

部
分
公
開　
　
　
　
　
　
　
　

２
件

公
開
請
求
の
内
容

　

カ
ル
テ
に
関
す
る
こ
と　
　
　

１
件

　

指
定
管
理
に
関
す
る
こ
と　
　

１
件

　

報
告
書
に
関
す
る
こ
と　
　
　

１
件

　

決
裁
文
書
に
関
す
る
こ
と　
　

１
件

　

議
決
事
項
に
関
す
る
こ
と　
　

１
件

個
人
情
報
の
開
示
等
に
つ
い
て
の
実
施

状
況
の
公
表

　

都
留
市
個
人
情
報
保
護
条
例（
平
成
14
年
都

留
市
条
例
第
１
号
）第
47
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

平
成
30
年
度
に
お
け
る
個
人
情
報
の
開
示
な

ど
の
実
施
状
況
を
次
の
と
お
り
公
表
し
ま
す
。

山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合「
わ
が
家
の
レ
シ
ピ
」募
集

　

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で
は
、

高
齢
者
の
方
の
健
康
と
栄
養
に
対
す
る

意
識
の
向
上
な
ど
を
目
的
に「
わ
が
家
の

レ
シ
ピ
」を
募
集
し
ま
す
。

募
集
内
容　
「
私
の
健
康
の
秘
訣
・
若
さ

の
秘
訣　

わ
が
家
に
伝
わ
る
自
慢
の
一

品
料
理
」の
レ
シ
ピ

応
募
締
切　

８
月
31
日（
土
）

※
当
日
消
印
有
効

応
募
資
格　

県
内
に
住
所
の
あ
る
方

応
募
方
法　

専
用
の
応
募
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
応
募
作
品
の
写
真

（
１
人
前
）を
添
付
し
て
郵
送
で
応
募
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
応
募
用
紙
に
書

き
き
れ
な
い
場
合
は
、
任
意
の
用
紙
に

分
か
り
や
す
く
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
専
用
の
応
募
用
紙
は
、
山
梨
県
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
応
募
用
紙
１
枚
に
つ
き
、
作
品
１
点

の
応
募
と
し
ま
す
。

※
記
載
さ
れ
た
個
人
情
報
は
、
当
募
集
に

関
す
る
こ
と
以
外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

※
メ
ー
ル
で
の
応
募
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

表
彰
内
容

○
最
優
秀
賞
１
名（
１
万
円
相
当
賞
品
）

○
優
秀
賞　

１
名（
５
千
円
相
当
賞
品
）

そ
の
他　

入
賞
作
品
は
、
レ
シ
ピ
カ
ー

ド
に
し
て
県
内
市
町
村
役
場
の
窓
口
な

ど
で
配
布
し
ま
す
。

申
込
・
問
合
先　

山
梨
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合 

総
務
課 

総
務
担
当

　

☎
０
５
５（
２
３
６
）５
６
７
１

　

〒
４
０
０
―
８
５
８
７

　

甲
府
市
蓬
沢
１
―
15
―
35

献
血
ご
協
力
の
お
願
い 

　

山
梨
県
赤

十
字
社
血

液
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
献
血

を
実
施
し
ま

す
。
市
民
の

皆
さ
ま
の
ご

協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

日　

時　

７
月
18
日（
木
）　

９
時
30
分

～
11
時
30
分
、
12
時
30
分
～
15
時
30
分

場　

所　

都
留
市
役
所
前
駐
車
場

主　

催　
（
社
）都
留
青
年
会
議
所
、
都

留
市
商
工
会
青
年
部
、
都
留
市
消
防
団

献
血
し
て
い
た
だ
け
る
方

健
康
な
16
歳
～
69
歳
の
方
。
な
お
、
65

歳
以
上
の
方
は
ご
本
人
の
健
康
を
考
え

60
歳
～
64
歳
の
あ
い
だ
に
献
血
経
験
が

あ
る
方
に
限
り
ま
す
。

献
血
の
種
類

全
血
献
血（
４
０
０
ml
・
２
０
０
ml
）

※
30
分
程
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

問
合
先　

健
康
子
育
て
課

　

☎（
46
）５
１
１
３

都
留
文
科
大
学
事
務
職
員
募
集

採
用
予
定
人
員

○
一
般
事
務
職　

若
干
名

○
図
書
館
司
書　

若
干
名

主
な
受
験
資
格

○
一
般
事
務
職　

学
校
教
育
法
に
規
定

す
る
大
学
を
卒
業（
令
和
２
年
３
月
卒
業

見
込
み
を
含
む
）以
上
、
ま
た
は
こ
れ
と

同
等
以
上
の
資
格
を
有
す
る
者
。

○
図
書
館
司
書　

学
校
教
育
法
に
規
定

す
る
大
学
を
卒
業（
令
和
２
年
３
月
卒
業

見
込
み
を
含
む
）以
上
、
ま
た
は
こ
れ
と

同
等
以
上
の
資
格
を
有
す
る
方
で
図
書

館
司
書
資
格
を
有
す
る
者
、
ま
た
は
取

得
見
込
み
の
者
。

受
験
手
続　

都
留
文
科
大
学
職
員
採
用

試
験
申
込
書
を
大
学 

総
務
課 

庶
務
人
事

担
当
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
、
試
験
案
内
な
ど
は
大
学
総

務
課
で
配
布
中
で
す
。

※
郵
送
を
希
望
の
方
は
、
１
２
０
円
分

の
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒（
角
2
型

Ａ
４
版
用
紙
が
入
る
大
き
さ
）を
同
封
の

う
え
、
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間

　

７
月
26
日（
金
）～
８
月
９
日（
金
）

※
郵
送
の
場
合
は
期
間
内
必
着

試
験
日

第
１
次
試
験　

９
月
22
日（
日
）

第
２
次
試
験　

10
月
下
旬

※
受
験
資
格
な
ど
、
詳
細
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
先

都
留
文
科
大
学 

総
務
課 

庶
務
人
事
担
当

　

☎（
43
）４
３
４
１（
内
線
２
１
０
）

　

〒
４
０
２
―
８
５
５
５

　

都
留
市
田
原
３
―
８
―
１

交
通
規
制
の
お
知
ら
せ

　

７
月
21
日（
日
）に
東
京
２
０
２
０
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技

大
会
の
テ
ス
ト
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
行
わ

れ
る「READ

Y STEAD
Y TO

KYO
-

自
転

車
競
技（
ロ
ー
ド
）」開
催
に
と
も
な
い
、

国
道
４
１
３
号（
道
志
み
ち
）が
通
行
止

め
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
と
も
な
い
、
県
道
都
留
道
志

線
か
ら
道
志
み
ち
へ
は
出
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
る
た
め
、
県
道
都
留
道
志
線

の
う
ち
法
能
交
差
点
か
ら
道
志
み
ち
に

か
け
て
通
行
制
限
が
行
わ
れ
ま
す
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
県
道
都
留
道
志
線
に
つ
い
て
、

開
地
地
域
内
の
通
行
は
可
能
で
す
が
、

法
能
交
差
点
付
近
な
ど
で
警
備
員
に
止

め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
皆
さ

ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

交
通
規
制

規
制
時
間　

11
時
30
分
～
17
時
50
分

※
詳
細
な
規
制
時
間
や
区
間
に
つ
い
て

は
、
以
下
の
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

https://tokyo2020.org/jp/
other/20190530-01.htm

l

大
会
概
要

大
会
名　

READ
Y STEAD

Y TO
KYO

-

自
転
車
競
技（
ロ
ー
ド
）

日　

時　

７
月
21
日（
日
）

　
　
　
　

12
時
～
17
時
15
分

種　

目　

　

自
転
車
競
技
男
子
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

　

ス
タ
ー
ト　

武
蔵
野
の
森
公
園

　

ゴ
ー
ル　
　

富
士
ス
ピ
ー
ド
ウ
ェ
イ

コ
ー
ス　

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
競
技
大
会
男
子
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
の

コ
ー
ス（
富
士
山
麓
方
面
ル
ー
ト
除
く
）

問
合
先　

READ
Y STEAD

Y TO
KYO

自

転
車
競
技（
ロ
ー
ド
）運
営
事
務
局

　

☎
03（
５
８
０
９
）９
８
６
１

実
施
機
関
別
開
示
請
求
及
び
開
示
な
ど

の
件
数
及
び
内
容

　

開
示
請
求
件
数 　

  

市
長　
　

   

０
件

　

開
示
な
ど
の
件
数   

市
長
開
示   

０
件

実
施
機
関
別
個
人
情
報
取
扱
事
務
の
件

数（
平
成
31
年
４
月
１
日
現
在
）

　

市
長　
　
　
　
　
　
　
　

４
８
８
件

　

教
育
委
員
会　
　
　
　
　
　
　

76
件

　

選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　

12
件

　

監
査
委
員　
　
　
　
　
　
　
　

２
件

　

農
業
委
員
会　
　
　
　
　
　
　

14
件

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会　

２
件

　

議
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
件

　

公
立
大
学
法
人　
　
　

    

１
０
６
件

問
合
先　

総
務
課 

法
制
広
報
担
当

R 1 . 7 . 12 7



地
下
水（
井
戸
）を
利
用
し
て

い
る
方
へ

井
戸
の
設
置
届
、
許
可
申
請
に
つ
い
て

　
「
都
留
市
地
下
水
保
全
条
例
」に
よ
り
、

井
戸
の
設
置
に
は
届
出
ま
た
は
、
許
可

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
大
き
さ
や
形
状
、

用
途
に
か
か
わ
ら
ず
、
揚
水
機
で
採
取

し
、
地
下
水
を
利
用
し
て
い
る
も
の
は

す
べ
て
井
戸
と
み
な
し
、
届
出
の
対
象

と
な
り
ま
す
。
既
に
設
置
し
て
い
る
方

は
届
出
を
、
こ
れ
か
ら
設
置
し
よ
う
と

す
る
方
は
許
可
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

量
水
器
の
設
置
に
つ
い
て

　
「
都
留
市
地
下
水
保
全
条
例
」に
よ
り
、

地
下
水
資
源
の
保
護
と
採
取
の
適
正
化

を
図
る
た
め
、
吐
出
口
の
断
面
積
が
６

㎠
以
上
の
井
戸（
公
共
用
・
農
業
用
は
除

く
）を
設
置
し
て
い
る
場
合
、
水
量
を
測

定
す
る
た
め
の
量
水
器
を
設
置
し
、
毎

年
１
回
、
採
取
量
を
報
告
す
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

量
水
器
設
置
費
補
助
金
に
つ
い
て

　

平
成
30
年
10
月
1
日（
条
例
施
行
日
）

の
時
点
で
、
既
に
設
置
し
て
い
た
井
戸

日
本
赤
十
字
社
活
動
資
金（
会

費
）の
ご
協
力
の
お
願
い

　
「O

ur w
orld, Your m

ove

～
人
間

を
救
う
の
は
、
人
間
だ
」（
赤
十
字
運
動

ス
ロ
ー
ガ
ン
ン
）ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
や
ま
な
し
２
０
１
９

　

赤
十
字
活
動
は
皆
さ
ま
か
ら
の
活
動

資
金（
会
費
）に
支
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
も
、
自
治
会
ご
と
に
会
費
の

募
集
を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
合
先　

日
本
赤
十
字
社
都
留
市
地
区

事
務
局（
福
祉
課 

地
域
福
祉
担
当
）

　

☎（
46
）５
１
１
２

サ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
都

留
プ
ー
ル
開
場
の
お
知
ら
せ

期　

間　

７
月
20
日（
土
）～
８
月
21
日（
水
）

開
場
時
間　

９
時
30
分
～
16
時

※
30
分
ご
と
に
10
分
間
、
12
時
か
ら
50

分
間
休
憩
し
ま
す
。

使
用（
入
場
）料
金

大
人　

都
留
・
大
月
市
民　

３
０
０
円

※
両
市
民
以
外
の
方
は
６
０
０
円

第
28
回
増
田
誠
大
賞
公
募
展

　

今
年
、
没
後
30
年
を
迎
え
た
名
誉
市

民
の
増
田 

誠
画
伯
の
業
績
の
顕
彰
と
芸

術
文
化
の
振
興
を
目
的
に
、
公
募
展
を

開
催
し
ま
す
。

募
集（
作
品
搬
入
）期
間

日　

時　

８
月
24
日（
土
）～
28
日（
水
）

　
　
　
　

９
時
～
17
時

　

※
８
月
26
日（
月
）は
休
館
日

搬
入
場
所　

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
都
留

入
賞
・
入
選
作
品
展

会　

期　

９
月
28
日（
土
）～
10
月
12
日（
土
）

会　

場　

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
都
留

※
募
集
の
詳
細
は
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
都
留

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

広
報
８
月
号
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
都
留

　

☎（
45
）８
０
０
８

夏
の
交
通
事
故
防
止
県
民
運
動

７
月
21
日（
日
）～
８
月
20
日（
火
）

乗
せ
る
の
は 

き
み
の
宝か
ぞ
くと 

そ
の
未あ
し
た来

　

夏
休
み
と
夏
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
が
重

な
る
時
期
は
、
交
通
事
故
の
多
発
や
暴
走

族
の
活
動
の
活
発
化
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
交
通
マ
ナ
ー
を
守
り
、
悲

惨
な
交
通
事
故
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

都
留
市
文
化
祭
テ
ー
マ
募
集

　

今
年
も
11
月
１
日（
金
）～
３
日（
日
・

祝
）ま
で
の
３
日
間
を
中
心
に
開
催
さ
れ

る
市
文
化
祭
の
テ
ー
マ
を
募
集
し
ま
す
。

　

市
民
総
参
加
を
目
指
し
、
親
し
み
や

す
く
、
分
か
り
や
す
い
テ
ー
マ
を
考
え

て
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格 　

市
内
在
住
者

応
募
方
法　

官
製
は
が
き
、
ま
た
は
応

募
用
紙
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
、
テ
ー
マ
を
明
記
の
う
え
応
募
し

て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
用
紙
は
ま
ち
づ
く
り
交
流
セ
ン

タ
ー
事
務
室
に
あ
り
ま
す
。

※
文
字
数
は
20
文
字
以
内
と
し
ま
す
。

応
募
締
切　

７
月
24
日（
水
）

表　

彰　

最
優
秀
１
点
を
選
び
、
文
化

祭
式
典
の
席
上
で
表
彰
し
ま
す
。

昨
年
度
テ
ー
マ「
未
来
に
翔
る
文
化
都
市

つ
る　

 

さ
あ 
み
ん
な
で
」

応
募
先

〒
４
０
２
―
０
０
５
２

都
留
市
中
央
３
―
８
―
１

都
留
市
中
央
公
民
館

　
「
文
化
祭
テ
ー
マ
募
集
係
」

問
合
先

ま
ち
づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー
中
央
公
民
館

　

☎（
43
）１
３
２
１　

文
化
協
会　

渡
邉　

☎（
45
）０
９
８
０

子
ど
も
水
泳
教
室

期　

間　
７
月
24
日（
水
）～
７
月
26
日（
金
）

時　

間　

13
時
～
14
時
30
分

場　

所　

市
民
プ
ー
ル

対
象
者　

小
学
校
２
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で

定　

員　

40
名

内　

容　

25
メ
ー
ト
ル
を
ク
ロ
ー
ル
で

泳
ぐ
こ
と
を
目
標
に
、
そ
れ
ぞ
れ
レ
ベ

ル
に
合
わ
せ
て
、
段
階
的
な
指
導
を
行

い
ま
す
。
泳
げ
な
い
方
も
だ
い
じ
ょ
う

ぶ
！
熟
練
し
た
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が

や
さ
し
く
浮
け
る
よ
う
に
指
導
し
ま
す
。

参
加
料  　

８
０
０
円（
保
険
代
な
ど
）

申
込
・
問
合
先

　

生
涯
学
習
課 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当

動
物
の
遺
棄
・
虐
待
は
犯
罪

　

愛
護
動
物
の
遺
棄
・
虐
待
に
関
す
る

相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。

遺
棄　

飢
え
、
交
通
事
故
な
ど
に
よ
り

生
命
・
身
体
に
対
す
る
危
険
に
直
面
す

る
お
そ
れ
の
あ
る
場
所
へ
の
置
き
去
り
。

市
内
で
も
４
月
中
旬
に
戸
沢
地
内
で
遺

棄
が
あ
り
ま
し
た
。

積
極
的
虐
待　

殴
る
、
蹴
る
、
心
理
的

抑
圧
、
酷
使
な
ど
。

ネ
グ
レ
ク
ト　

健
康
管
理
や
世
話
な
ど

を
せ
ず
に
放
置
す
る
こ
と
。

罠
の
設
置　

愛
護
動
物
の
捕
獲
に
あ
た

り
、
動
物
に
著
し
い
損
傷
を
与
え
る
よ

う
な
罠
を
使
用
す
る
こ
と
。

　

こ
れ
ら
は「
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に

関
す
る
法
律
」違
反
と
な
り
ま
す
。
動
物

の
遺
棄
・
虐
待
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

問
合
先　

地
域
環
境
課 

環
境
保
全
担
当

富
士
・
東
部
保
健
所 

衛
生
課

　

☎
０
５
５
５（
24
）９
０
３
３

市
民
プ
ー
ル
開
場
の
お
知
ら
せ

期　

間　

７
月
19
日（
金
）～
８
月
20
日

（
火
）※
毎
週
月
曜
日
休
場
、
７
月
24
日

（
水
）～
26
日（
金
）午
後
休
場

開
場
時
間　

10
時
～
12
時
、
13
時
～
17
時

料　

金　

※
午
前
・
午
後
別
料
金

都
留
市
民　

中
学
生
以
上　

２
１
０
円

　
　
　
　
　

小
学
生
以
下　

１
０
０
円

市
外
の
方　

中
学
生
以
上　

４
３
０
円

　
　
　
　
　

小
学
生
以
下　

２
１
０
円

問
合
先　

生
涯
学
習
課 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当

い
け
い
け
！
つ
る
ビ
ー
探
偵
団

「
太
陽
光
に
つ
い
て
」

　

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ「
都
留
の
イ
マ
ド
キ
」で
は
、

左
記
の
日
程
で「
太
陽
光
」に
つ
い
て
放

送
し
ま
す
。
ま
た
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｕ
Ｂ
Ｅ
で

も
公
開
し
て
い
ま
す
の
で
、「
い
け
い

け
、
つ
る
ビ
ー
探
偵
団
」で
検
索
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

７
月
放
送
予
定

　

７
月
22
日（
月
）～
８
月
４
日（
日
）

　

①
12
時
30
分
～　

②
17
時
30
分
～

　

③
20
時
30
分
～

問
合
先　

地
域
環
境
課 

は「
量
水
器
設
置
費
補
助
金
」の
対
象
と

な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
令
和
元
年
10
月

１
日
ま
で
に
井
戸
の
設
置
届
が
出
て
い

な
い
場
合
に
は
、「
量
水
器
設
置
費
補
助

金
」は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
の
で
お
間
違

い
の
な
い
よ
う
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

地
域
環
境
課 

環
境
政
策
担
当

重
点
目
標

①
飲
酒
運
転
の
根
絶　

②
高
齢
者
と
子
供
の
安
全
な
通
行
の
確

保
と
高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止

③
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止

④
自
転
車
の
安
全
適
正
利
用
の
推
進

「
全
席
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
着
用
重
点
期
間
」７
、８
月

「
全
席
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
着
用
推
進
の
日
」毎
月
14
日

問
合
先　

地
域
環
境
課 

地
域
振
興
担
当

高
校
生
以
下

　
　
　

都
留
・
大
月
市
民　

１
０
０
円

※
両
市
民
以
外
の
方
は
２
０
０
円

　

な
お
、
プ
ー
ル
を
使
用
す
る
際
は
注

意
事
項
な
ど
を
守
り
、
安
全
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

問
合
先　

大
月
都
留
広
域
事
務
組
合

　

☎（
20
）２
６
５
１

サ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
都
留

　

☎（
43
）０
８
６
２
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総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

「
都
留
ア
ス
リ
ー
ト
倶
楽
部
」

会
員
募
集
の
お
知
ら
せ　
　
　

　

入
会
者
は
参
加
費
の
み
で
、
ど
の
教

室
に
も
自
分
の
体
力
や
技
術
に
応
じ
世

代
を
超
え
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
ま
す
。

健
康
づ
く
り
、
仲
間
づ
く
り
の
た
め
、

楽
し
く
ス
ポ
ー
ツ
し
ま
し
ょ
う
。

　

ど
の
教
室
も
体
験
コ
ー
ス（
無
料
）が

あ
り
ま
す
の
で
ご
気
軽
に
参
加
し
て
み

て
く
だ
さ
い
！ 

入
会
金（
ス
ポ
ー
ツ
保
険
代
含
む
）

　

中
学
生
以
下　
　
　

２
、２
０
０
円

　

高
校
生
以
上　
　
　

３
、３
０
０
円

　

65
歳
以
上　
　
　
　

２
、７
０
０
円

　

親
子
フ
ァ
ミ
リ
ー　

４
、５
０
０
円

陸
上
運
動
・
競
技
教
室

日　

時　

７
月
13
日
、
27
日
、
８
月
３

日
、
24
日
、
９
月
７
日
、
28
日（
土
）

い
ず
れ
も
15
時
～
17
時

場　

所　

や
ま
び
こ
競
技
場

参
加
費　

１
回
５
０
０
円

問
合
先　

宮
井

　

☎
０
９
０（
７
７
３
２
）３
４
２
１

タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
教
室

日　

時　

４
月
～
11
月
の
第
１
土
曜
日

　
　
　
　

10
時
～
12
時

場　

所　

宝
の
山
ふ
れ
あ
い
の
里
タ
ー

ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
場

参
加
費　

１
回
３
０
０
円

　
（
高
校
生
以
下
１
５
０
円
）

問
合
先　

小
俣　

☎（
43
）４
６
１
０

ふ
れ
あ
い
ボ
ウ
リ
ン
グ
教
室

日　

時　

毎
週
土
曜
日

　
　
　
　

10
時
30
分
～
12
時
30
分

場　

所　

都
留
フ
ァ
ミ
リ
ー
ボ
ー
ル

参
加
費　

１
回
８
０
０
円

問
合
先　

尾
形

　

☎
０
９
０（
３
２
４
２
）３
８
８
８

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

日　

時　

毎
週
木
曜
日
20
時
～
22
時

場　

所　

谷
一
小
体
育
館
な
ど

※
参
加
希
望
の
場
合
、
要
事
前
連
絡
。

参
加
費　

１
回 

３
０
０
円

問
合
先　

深
沢　

☎（
43
）２
３
１
２　

 

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室（
中
学
生
以
上
）

日　

時　

毎
週
木
曜
日

　
　
　
　

19
時
30
分
～
21
時
30
分

場　

所　

市
営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

参
加
費　

１
回
２
０
０
円

問
合
先　

岩
澤

　

☎
０
８
０（
２
０
２
９
）５
４
４
９

硬
式
テ
ニ
ス
教
室（
小
学
生
以
上
）

日　

時　

毎
週
金
曜
日

　
　
　
　

20
時
～
21
時
50
分

場　

所　

市
営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

参
加
費　

１
回
３
０
０
円

　
（
大
学
生
以
下　

２
０
０
円
）

問
合
先　

橋
本

　

☎
０
９
０（
９
０
０
５
）４
３
８
５

総
合
問
合
先　

都
留
ア
ス
リ
ー
ト
倶
楽
部
副
会
長 
宮
井

　

☎
０
９
０（
７
７
３
２
）３
４
２
１

体
育
協
会
事
務
局　

☎（
20
）８
８
５
５

遺
児
巡
拝
参
加
者
募
集

　

日
本
遺
族
会
は「
戦
没
者
遺
児
に
よ
る

慰
霊
友
好
親
善
事
業
」の
参
加
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら
補

助
を
受
け
実
施
し
て
い
ま
す
。
大
戦
で

父
な
ど
を
亡
く
し
た
戦
没
者
遺
児
を
対

象
に
、
戦
没
し
た
旧
戦
域
を
訪
れ
慰
霊

追
悼
を
実
施
す
る
と
も
に
、
同
地
域
の

住
民
と
友
好
親
善
を
は
か
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

参
加
費　

10
万
円

※
３
万
円
の
県
費
補
助
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
参
加
者
の
高
齢
化
を
考
慮
し

看
護
婦
が
同
行
し
ま
す
。

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
先

　
（
一
財
）山
梨
県
遺
族
会

　

☎
０
５
５（
２
５
２
）７
６
６
４

第
１
回
神
明
の
花
火
大
会
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

日　

時　

８
月
７
日（
水
）15
時
～
21
時

募
集
人
数

①�
有
料
観
覧
エ
リ
ア
の
改
札
入
口
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
改
札
係　

20
人

②�
有
料
観
覧
エ
リ
ア
内
誘
導
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
誘
導
係　
　

30
人

③
総
合
案
内
所
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
係  

５
人

※
い
ず
れ
も
原
則
18
歳
以
上
の
方

応
募
方
法　

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、
希
望
す
る

業
務
、
過
去
の
経
験
有
無
を
明
記
の
上

左
記
へ
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切　

７
月
19
日（
金
）必
着

申
込
・
問
合
先　

市
川
三
郷
町
ふ
る
さ
と

夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
係

　

☎
０
５
５（
２
４
０
）４
１
５
７

　

〒
４
０
９
―
３
６
１
２

　

市
川
三
郷
町
上
野
２
７
１
４
―
２　

交
通
遺
児
育
英
会
奨
学
金
制

度
の
ご
案
内

　

こ
の
事
業
は
、
保
護
者
な
ど
が
交
通

事
故
に
よ
り
死
亡
や
重
い
後
遺
障
害
で

働
け
な
い
た
め
、
経
済
的
理
由
で
修
学

が
困
難
な
高
等
学
校
以
上
の
学
生
に
奨

学
金
を
貸
与
し
、
教
育
の
機
会
均
等
を

図
り
、
社
会
有
用
の
人
材
を
育
成
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

制
度
概
要

対　

象　

保
護
者
が
交
通
事
故
で
死
亡
、

重
度
後
遺
障
害
と
な
っ
た
家
庭
の
子
ど

も（
高
校
生
以
上
）

奨
学
金

　

月
額
２
万
円
～
10
万
円（
無
利
息
）

入
学
一
時
金　

20
万
円
～
80
万
円

返
還
期
間　

最
長
20
年

※
申
込
方
法
や
制
度
の
詳
細
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
（
公
財
）交
通
遺
児
育
英
会

　

☎
03（
３
５
５
６
）０
７
７
３

境
界
問
題
相
談
セ
ン
タ
ー
や

ま
な
し
か
ら
お
知
ら
せ

土
地
の
境
界
問
題
に
関
す
る
相
談

　

土
地
境
界
の
専
門
家「
土
地
家
屋
調
査

士
」と
法
律
の
専
門
家「
弁
護
士
」が
協
力

し
て
皆
さ
ま
の
相
談
に
応
じ
、
公
正
、

迅
速
、
円
満
な
形
で
問
題
の
解
決
を
目

指
す
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　

完
全
予
約
制
で
す
。
電
話
で
の
相
談

は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。
必
ず
予
約
を

し
て
か
ら
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

境
界
問
題
で
お
困
り
の
方
、
ま
ず
は

お
電
話
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
先

境
界
問
題
相
談
セ
ン
タ
ー
や
ま
な
し

　

☎
０
５
５（
２
２
５
）３
７
３
７

山
梨
運
輸
支
局
か
ら
お
知
ら
せ

軽
二
輪
届
出
手
続
き
の
窓
口
変
更

　

７
月
１
日（
月
）よ
り
軽
二
輪（
１
２
５

cc
～
２
５
０
㏄
以
下
）の
届
出
手
続
き
が

変
更
に
な
り
ま
す
。

新
窓
口　

山
梨
運
輸
支
局
登
録
部
門

　
（
笛
吹
市
石
和
町
唐
柏
１
０
０
０
―
９
）

届
出
書
の
様
式
変
更

　

電
算
化
に
伴
い
、
様
式
が
変
更
と
な

り
ま
す
。
７
月
以
降
、
現
行
の
届
出
書

な
ど
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

※
様
式
は
無
償
配
布
、
ま
た
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
合
先　

山
梨
運
輸
支
局
登
録
部
門

　

☎
０
５
０（
５
５
４
０
）２
０
３
９

「
家
庭
・
地
域
の
教
育
力
を
高

め
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

日　

時　

７
月
12
日（
金
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

場　

所　

ま
ち
づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー   

　
　
　
　

４
階 

大
ホ
ー
ル

講　

演　
『
ふ
る
さ
と
が
は
ぐ
く
む
子
育

て
・
子
育
ち 

～
大
学
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
子
ど
も
た
ち
の
接
点
か
ら
見
る
、
教

育
と
ふ
る
さ
と
の
未
来
～
』

講　

師　

鈴
木 

健
大（
都
留
文
科
大
学

地
域
社
会
学
科 

准
教
授
）

対　

象　

ど
な
た
で
も

主　

催　

都
留
市
青
少
年
総
合
対
策
本

部 

青
少
年
育
成
都
留
市
民
会
議

問
合
先

都
留
市
ま
ち
づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー
内

「
青
少
年
育
成
都
留
市
民
会
議
事
務
局
」

　

☎（
43
）１
４
５
１

山
梨
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ

ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
皆
さ

ま
の
事
業
承
継
や
事
業
引
継
ぎ
に
関
す

る
ご
相
談
を
お
受
け
す
る
公
的
な
相
談

窓
口
で
す
。

　
「
後
継
者
が
い
な
い
」「
事
業
の
引
継
ぎ

に
不
安
が
あ
る
」な
ど
、
事
業
承
継
の
専

門
家
が
相
談
を
お
受
け
し
、
課
題
解
決

を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
、
秘
密
厳
守
で
す
。
安

心
し
て
相
談
い
た
だ
け
ま
す
の
で
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先

山
梨
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５（
２
４
３
）１
８
３
０
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募集種目
募集人員※1

※参考2018年度
資格

受付期間
（締切日必着）

試験期日 合格発表 待遇・その他

航空学生

海　約80名
（うち女子若干名）
空　約70名
（男女の区分なし）

海：18歳以上23歳
未満（高卒(見込含)
又は高専3年次修了
者（見込含））　　　
空：18歳以上21歳未満（高
卒(見込含)又は高専
3年次修了者（見込含））

7月1日〜
9月6日

１次 9月16日
２次
10月15〜20日
３次
11月22日〜

12月19日

１次 10月4日
２次
（海）11月11日
（空）11月5日
最終
2020年1月21日

入隊後約6年で 3等
海・空尉

一般曹候補生

陸 約4,200名
（うち女子約200名）
海 約1,250名
（うち女子約 150名）
空 約　850名
（男女の区分なし）

18歳以上33歳未満
の者（32歳の者は、
採用予定月の末日現
在、33歳に達してい
ない者）

7月1日〜
9月6日

１次 
9月20 ～ 22日
２次 
10月11〜16日
※いずれか 1
日を指定され
ます。

１次　10月4日
最終　11月8日

入隊後2年9カ月経
過以降選考により
3等陸・海・空曹

自
衛
官
候
補
生

男子
陸 約5,100名
海 約1,300名
空 約1,800名

18歳以上33歳未満
の者　（32歳の者は、
採用予定月の１日か
ら起算して３月に達
する日の翌月の末日
現在、33歳に達して
いない者）

年間を通じて
行っておりま
す。

受付時にお知
らせします。
※2

合格発表日は
試験日にお知
らせします。

所要の教育を経て、
3カ月後に 2等陸・
海・空士に任用
陸上（技術系を除
く）は 1年9カ月、
陸上（技術系）・海
上・航空は 2年9カ
月を 1任期として
任用（以降2年を 1
任期）

女子
陸 約1,100名
海 約370名
空 約230名

防
衛
大
学
校
学
生

推薦

人文・社会科学専攻約30名
（うち女子約5名）
理工学専攻約100名
（うち女子約10名）

18歳以上21歳未満の高卒者
（見込含）又は高専3年次修了
者（見込含）で成績優秀かつ生
徒会活動等に顕著な実績を修
め、学校長が推薦できる者

9月5日〜9日

9月28・29日 11月1日

修学年限4年
卒業後約1年で 3等
陸・海・空尉

総合
選抜

人文・社会科学専攻及び理
工学専攻合わせて約50名
（うち女子約5名） 18歳以上21歳未満

の高卒者（見込含）又
は高専3年次修了者
（見込含）

１次 9月28日
２次 11月2･3日

１次 10月18日
最終 11月27日

一般

人文・社会科学専攻約65名
（うち女子約15名）
理工学専攻　約235名
（うち女子約20名）

9月5日〜30日

１次
11月9･10日
２次
12月10〜14日

１次 11月27日
最終 
2020年１月24日

防衛医科大学
校医学科学生

約85名

18歳以上21歳未満
の高卒者（見込含）又
は高専3年次修了者
（見込含）

9月5日〜30日

１次 
10月26･27日
２次 
12月11〜13日

1次 
11月28日
最終 
2020年2月14日

修学年限6年
医師免許取得後
2等陸・海・空尉

防衛医科大学校
看護学科学生
（自衛官候補
看護学生）

約75名

18歳以上21歳未満
の高卒者（見込含）又
は高専3年次修了者
（見込含）

9月5日〜30日

１次 
10月19日
２次 
11月30日
12月1日

1次 
11月15日
最終 
2020年2月7日

修学年限４年
看護師免許取得後、
卒業後約１年で　
３等陸・海・空尉

2019年度自衛官募集案内

※1：�2019 年度の募集人員につきましては、決定次第、自衛官募集ホームページなどでお知らせします。必ずご確認ください。 
※2：2020 年３月高等学校卒業予定者のための採用試験は、９月以降に行う予定です。

問合先　自衛隊山梨地方協力本部　☎055（253）1591　甲府市丸の内一丁目1 番18 号　甲府合同庁舎

1．資格欄中の「高卒」は中等教育学校卒業者を含みます。2．応募資格年齢の起算日は、募集種目ごと異なっていますので、
それぞれの募集要項で確認してください。3．その他、詳細については、それぞれの募集要項又は自衛隊地方協力本部で確認
してください。4．記載内容については変更される場合があります。

相
模
川
上
流
圏
域（
富
士
北

麓
）の
河
川
整
備
計
画（
素
案
）

へ
の
意
見
募
集
に
つ
い
て

　

県
で
は
、
河
川
法
に
も
と
づ
く
相
模

川
上
流
圏
域（
富
士
北
麓
圏
域
）の
河
川

整
備
計
画
の
策
定
に
向
け
、
そ
の
素
案

に
つ
い
て
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

閲
覧
及
び
意
見
募
集
期
間

　

７
月
１
日（
月
）～
31
日（
水
）

※
土
、
日
、
祝
日
は
除
く

閲
覧
方
法

◆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
閲
覧

　

山
梨
県
治
水
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

�https://w
w

w.pref.yam
anashi.

jp/chisui/index.htm
l

◆
紙
媒
体
に
よ
る
閲
覧
場
所

　

○
都
留
市
建
設
課

　

○�

富
士
・
東
部
建
設
事
務
所
河
川
砂

防
管
理
課

　

○�

富
士
・
東
部
建
設
事
務
所
吉
田
支

所
河
川
砂
防
管
理
課

意
見
書
の
提
出
方
法

　

閲
覧
場
所
に
あ
る
意
見
箱
へ
投
か
ん

し
て
く
だ
さ
い
。

　

電
子
メ
ー
ル（
ア
ド
レ
ス
は
県
治
水
課

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
参
照
）、
郵
送
で
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。（
郵
送
の
場
合
、
意

見
募
集
期
間
内
の
消
印
有
効
）

※
意
見
書
の
用
紙
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。
閲
覧
場
所
で
も
、

用
意
が
あ
り
ま
す
。

問
合
先

山
梨
県
県
土
整
備
部
治
水
課
治
水
担
当

　

☎
０
５
５（
２
２
３
）１
７
０
３

　

〒
４
０
０
―
８
５
０
１

　

甲
府
市
丸
の
内
１
―
６
―
１
防
災
新
館

イ
ベ
ン
ト
な
ど
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果
樹
栽
培
に
か
か
る
講
演
会

　
「
都
留
市
で
は
果
樹
が
作
れ
な
い
」そ

ん
な
固
定
観
念
を
打
ち
砕
き
、
果
樹
栽

培
を
振
興
す
る
た
め
、
昨
年
度
よ
り
果

樹
の
試
験
栽
培
を
行
っ
て
お
り
、
果
樹

は
順
調
に
生
育
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
よ
り
多
く
の
市
内
農
家
で
果

樹
栽
培
を
普
及
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
目

的
に
、
果
樹
の
栽
培
に
関
す
る
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。
果
樹
栽
培
に
興
味
の

あ
る
方
は
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
農
家
以
外
の
方
で
も
楽
し
め

る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
多
く

の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
希
望
の
方
は
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

日　

時　

７
月
24
日（
水
）14
時 

～

場　

所　

ま
ち
づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー

講
演
テ
ー
マ

○
果
物
の
力
で
も
っ
と
元
気
に
!!

　

講
師　

加
藤 

恵
美
子

　
　
　
　
（
フ
ル
ー
ツ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

○
都
留
で
で
き
る
果
樹
栽
培

　

講
師　

富
士
・
東
部
農
務
事
務
所

参
加
料　

無
料（
果
物
の
無
料
配
布
あ
り
）

申
込
・
問
合
先　

産
業
課 

農
林
振
興
担
当

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
２
０
１
９

　

見
え
に
く
さ
を
有
す
る
お
子
さ
ん
か

ら
成
人
の
方
、
そ
の
ご
家
族
、
支
援
に

関
わ
る
方
、
盲
学
校
に
興
味
や
関
心
の

あ
る
方
な
ど
、
広
く
一
般
の
方
々
を
対

象
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

開
催
日　

７
月
27
日（
土
）

場　

所　

山
梨
県
立
盲
学
校

　
（
甲
府
市
下
飯
田
２
―
10
―
２
）  

富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー

か
ら
お
知
ら
せ

企
画
展「
富
士
山
大
鳥
居
―
吉
田
口
登
山

道
の
起
点
―
」

　

吉
田
口
登
山
道
の
起
点
と
な
る
富
士

山
大
鳥
居（
北
口
本
宮
冨
士
浅
間
神
社
所

在
）に
つ
い
て
、
そ
の
造
立
や
造
替
な
ど

に
つ
い
て
広
く
紹
介
し
、
富
士
山
の
信

仰
の
あ
り
方
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。

期　

間　

７
月
24
日（
水
）～
９
月
23
日（
月
）

会　

場　

富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー 

　
（
富
士
河
口
湖
町
船
津
６
６
６
３
―
１
）

入
館
料　

無
料

休
館
日　

８
月
27
日（
火
）

問
合
先　

富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
５
５
５（
72
）２
３
１
４

富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
写
真
展
２
０
１
９

　

富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
が
昨
年
度
に
業

務
の
中
で
撮
影
し
た
、
美
し
い
富
士
山

や
北
麓
の
風
景
・
動
植
物
な
ど
の
写
真

を
展
示
し
ま
す
。

　

富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
活
動
を
通
し

て
世
界
文
化
遺
産
で
あ
る
富
士
山
の
価

値
と
魅
力
を
発
信
す
る
と
と
も
に
、
巡

回
中
に
発
見
し
た
問
題
な
ど
、
富
士
山

の
現
状
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

よ
っ
て
県
内
外
の
人
々
に
富
士
山
の
環

境
保
全
へ
の
関
心
を
高
め
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

近
隣
の
写
真
展
の
日
程

中
央
自
動
車
道
談
合
坂
SA（
下
り
線
）

　

開
催
中（ 

８
月
30
日（
金
）ま
で
）

富
士
吉
田
市
立
図
書
館

　

９
月
12
日（
木
）～ 

10
月
11
日（
金
）

河
口
湖
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
・
ベ
ル

　

10
月
25
日（
金
）～  

11
月
11
日（
月
）

問
合
先　

富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
（
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
０
５
５
５（
20
）９
２
２
９

富
士
山
美
化
啓
発
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
募
集
中

　

富
士
ス
バ
ル
ラ
イ
ン
の
マ
イ
カ
ー
規

制
期
間
中
の
混
雑
日
に
登
山
者
や
観
光

客
に
ゴ
ミ
の
持
ち
帰
り
な
ど
登
山
マ

ナ
ー
を
呼
び
か
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
ま
す
。
ま
た
、
富
士
山
周
辺
の

環
境
保
全
の
た
め
の
清
掃
活
動
も
行
い

ま
す
。

実
施
日　

７
月
13
日（
土
）～
15
日（
月
）、

　
　
　
　

８
月
10
日（
土
）～
15
日（
木
）

　
　
　
　

９
時
～
11
時
30
分

活
動
場
所　

県
立
富
士
北
麓
駐
車
場

募
集
人
数　

各
日
10
名
程
度

申
込
期
限

　

７
月
実
施
分　

７
月
10
日（
水
）

　

８
月
実
施
分　

８
月
７
日（
水
）

　

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
先

富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー 

　

☎
０
５
５
５（
20
）９
２
２
９

生
物
多
様
性
ま
つ
り
２
０
１
９

　
「
生
き
も
の
の
つ
な
が
り
」に
つ
い
て

知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
環

境
省
生
物
多
様
性
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し

て
い
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

セ
ン
タ
ー
が
実
施
し
て
い
る
調
査
の

紹
介
や
調
査
体
験
を
行
い
ま
す
。
バ
ー

ド
コ
ー
ル
作
り
、
野
外
で
の
ガ
イ
ド

ウ
ォ
ー
ク
、
普
段
は
一
般
公
開
さ
れ
て

い
な
い
標
本
収
蔵
庫
ツ
ア
ー
な
ど
、
親

子
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
が
満
載
で
す
。

日　

時　

８
月
10
日（
土
）

　
　
　
　

９
時
～
16
時
30
分

場　

所　

環
境
省
生
物
多
様
性
セ
ン

タ
ー
（
富
士
吉
田
市
上
吉
田
剣
丸
尾

５
５
９
７
―
１
）

問
合
先　

環
境
省
生
物
多
様
性
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
５
５
５（
72
）６
０
３
１

第
27
回
つ
る
美
術
展

　

つ
る
美
術
主
催
に
よ
り「
第
27
回
つ
る

美
術
展
」を
開
催
し
ま
す
。
多
く
の
方
に

ご
来
場
い
た
だ
き
、「
描
く
こ
と
」の
輪

が
一
層
広
が
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

期　

間　

７
月
４
日（
木
）～
７
日（
日
）

　
　
　
　

９
時
～
17
時

　
　
　

※
４
日（
木
）は
13
時
か
ら

　
　
　
　

７
日（
日
）は
16
時
ま
で

会　

場　

ふ
る
さ
と
会
館
２
階
展
示
室

問
合
先　

つ
る
美
術 

清
水

　

☎（
43
）２
６
５
６

甲
府
地
方
裁
判
所
か
ら
お
知
ら
せ

甲
府
の
裁
判
所
の
歴
史
と
市
民
パ
ワ
ー

　

甲
府
地
方
・
家
庭
裁
判
所
長
に
よ
る

講
演
や
民
事
・
家
事
調
停
委
員
及
び
裁

判
員
経
験
者
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
の
ほ
か
、
企
画
展
示
を
行

い
ま
す
。

日　

時　

８
月
７
日（
水
）

　
　
　
　

12
時
～
13
時
30
分

場　

所　

甲
府
市
役
所
市
民
活
動
室

　
（
甲
府
市
丸
の
内
１
―
18
―
１
）

申
込
期
間

　

７
月
16
日（
火
）～
８
月
２
日（
金
）

　

※
平
日
８
時
30
分
～
17
時

夏
休
み
こ
ど
も
模
擬
裁
判

日　

時　

８
月
８
日（
木
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
16
時

場　

所　

甲
府
地
方
・
家
庭
裁
判
所

　
（
甲
府
市
中
央
１
―
10
―
７
）

募
集
人
数　

25
名

対　

象　

小
学
５
年
生
～
中
学
１
年
生

　

※
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
で
す
。

申
込
期
間　

　

７
月
16
日（
火
）～
８
月
２
日（
金
）

　

※
平
日
８
時
30
分
～
17
時
、
先
着
順

共
通
申
込
・
問
合
先

甲
府
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務
課
庶
務
係

　

☎
０
５
５（
２
３
５
）１
１
３
３

イ
ベ
ン
ト
な
ど

ぱ
る
る
ん
マ
ル
シ
ェ

　

地
域
で
活
躍
し
て
い
る
個
人
の
方
の

店
が
メ
イ
ン
の
マ
ル
シ
ェ
で
、
地
域
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

ま
た
試
食
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
あ
り
ま

す
の
で
、
お
子
さ
ま
と
一
緒
に
お
気
軽

に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日　

時　

７
月
26
日（
金
）11
時
～
15
時

会　

場　

パ
ル
シ
ス
テ
ム
山
梨
西
桂
セ

ン
タ
ー
会
議
室

　
（
西
桂
町
小
沼
８
６
９
―
１
）

問
合
先　

生
活
協
同
組
合
パ
ル
シ
ス
テ

ム
山
梨
西
桂
セ
ン
タ
ー　

和
田

　

☎
０
１
２
０（
32
）１
０
６
１

内　

容　

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
レ
ン
ズ

に
よ
る
見
え
に
く
さ
体
験
、
点
字
体
験
、

視
覚
補
助
機
器
、
便
利
グ
ッ
ズ
、
共
遊

玩
具
展
示
会
な
ど　

対　

象　

視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
乳
幼

児
、
児
童
、
成
人
及
び
ご
家
族
な
ど
、

視
覚
障
が
い
に
つ
い
て
関
心
の
あ
る

方
々

参
加
料　

無
料

申
込
方
法　

展
示
会
は
申
込
不
要
で
す

が
、
体
験
会
は
事
前
申
込
優
先
と
し
、

当
日
受
付
も
可
能
。
詳
細
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先

山
梨
県
立
盲
学
校 

Ｅ
ｙ
ｅ
愛
ひ
と
み
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
担
当
：
酒
井
・
薬
袋
）

　

☎
０
５
５（
２
２
６
）３
３
６
１

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
５
５（
２
２
６
）３
３
６
２

　

Ｕ
Ｒ
Ｌ　
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ぴ
ゅ
あ
富
士

毎
日
が
輝
く
リ
ラ
ッ
ク
ス
ヨ
ガ

日　

時　

７
月
10
日（
水
）10
時
～
12
時

会　

場　

ぴ
ゅ
あ
富
士 

参
加
費　

５
０
０
円

対　

象　

女
性

定　

員　

22
名

持
ち
物　

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は
大
き
め

の
バ
ス
タ
オ
ル
、
飲
み
物

託　

児　

あ
り

子
ど
も
体
験
講
座
き
っ
ず
キ
ッ
チ
ン

日　

時　

７
月
26
日（
金
）10
時
～
13
時

会　

場　

ぴ
ゅ
あ
富
士

参
加
費　

１
、２
０
０
円（
材
料
費
）

対　

象　

５
歳
～
12
歳

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
映
像
は
定
期
的
に
確
認
！

事
例
１

　

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
取
り

付
け
た
が
、
Ｓ
Ｄ
カ
ー
ド
の
不
良

で
デ
ー
タ
が
録
画
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
（
70
歳
代　

男
性
）

事
例
２

　

自
動
車
を
運
転
中
、
交
差
点
で

対
向
車
と
衝
突
し
た
。
ド
ラ
イ
ブ

レ
コ
ー
ダ
ー
に
録
画
さ
れ
て
い
る

は
ず
の
映
像
が
記
録
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
。　

　
　
　
　
　
　
（
60
歳
代　

男
性
）

ひ
と
こ
と
助
言

●�

相
談
事
例
で
は
、
事
故
や
ト
ラ

ブ
ル
の
時
に
確
認
し
た
際
、
初

め
て
映
像
が
記
録
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
に
気
が
付
い
た
と
い
う

例
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

●�

デ
ー
タ
を
記
録
す
る
Ｓ
Ｄ
カ
ー

ド
の
異
常
に
よ
り
、
映
像
が
記

録
さ
れ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
あ

り
ま
す
。
Ｓ
Ｄ
カ
ー
ド
は
定
期

的
に
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト（
初
期
化
）

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

繰
り
返
し
使
用
し
、
劣
化
し
て

い
く
消
耗
品
な
の
で
定
期
的
に

交
換
し
ま
し
ょ
う
。

●�

取
扱
説
明
書
を
よ
く
読
ん
で
、

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
に
合
っ

た
Ｓ
Ｄ
カ
ー
ド
を
使
用
し
、
本

体
に
異
常
が
生
じ
て
い
な
い
か

の
確
認
も
含
め
、
映
像
が
正
常

に
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
定

期
的
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

（
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー　

見
守
り

新
鮮
情
報
よ
り
）

問
合
先
・
相
談
窓
口

　

市
民
課
市
民
窓
口
担
当

　

☎（
46
）０
１
７
０

消費生活相談 くらしの豆知識

暮
ら
し
に
役
立
つ
み
ん
な
の
広
場

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

　

季
節
の
行
事
に
応
じ
た
花
の
生
け
方

を
学
ぶ「
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
」

を
習
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は「
夏
の
花
」で
す
。

日　

時　

７
月
17
日（
水
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

場　

所　

ま
ち
づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー

対　

象　

市
民
一
般

講　

師　

芳
野 

豊
子

持
ち
物　

花
バ
サ
ミ
、
新
聞
紙
、
雑
巾
、

持
ち
帰
り
用
の
箱（
菓
子
箱
な
ど
）

参
加
費　

１
、５
０
０
円（
花
・
花
器
代
）

定　

員　

15
名
※
参
加
費
を
添
え
て
窓

口
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　

７
月
５
日（
金
）～
12
日（
金
）

※
定
員
に
達
し
次
第
、
締
め
切
り
。

産
後
女
性
の
骨
盤
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
教
室

　

体
の
左
右
差
や
ゆ
が
み
を
改
善
す
る

「
骨
盤
調
整
」で
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

健
康
な
体
作
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

日　

時　

７
月
24
日（
水
）

　
　
　
　

10
時
～
11
時
30
分

場　

所　

ま
ち
づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー

対　

象　

成
人
女
性

講　

師　

山
田 

依
美（
健
康
運
動
指
導
士
）

持
ち
物　

運
動
の
で
き
る
服
装

定　

員　

15
名

受
付
期
間　

７
月
５
日（
金
）～
21
日（
日
）

※
定
員
に
達
し
次
第
、
締
め
切
り
。
空
き

が
あ
る
場
合
は
当
日
参
加
も
可
能
で
す
。

申
込
・
問
合
先

ま
ち
づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー

　

☎（
43
）１
３
２
１

※
毎
週
月
曜
日
及
び
祝
日
と
そ
の
翌
日

は
休
館
で
す
。

放
送
大
学
10
月
入
学
生
募
集

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
学
べ
る
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

心
理
学
、
福
祉
、
経
済
、
歴
史
、
文
学
、

情
報
、
自
然
科
学
な
ど
幅
広
い
授
業
科

目
が
１
科
目
か
ら
学
べ
ま
す
。

出
願
期
間　

第
１
回
８
月
31
日（
土
）ま
で

　
　
　
　
　

第
２
回
９
月
20
日（
金
）ま
で

資
料
請
求
・
問
合
先

放
送
大
学
山
梨
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
５
５（
２
５
１
）２
２
３
８

定　

員　

20
名

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
お
手

ふ
き
、
上
履
き

共
通
申
込
・
問
合
先　

ぴ
ゅ
あ
富
士

　

☎（
45
）１
６
６
６

講
座
・
教
室
な
ど

富
士
山
科
学
研
究
所
か
ら
お

知
ら
せ

森
の
ガ
イ
ド
ウ
ォ
ー
ク
夏
の
森
の
散
策

　

研
究
所
が
位
置
す
る
富
士
北
麓
の
森

を
散
策
し
ま
す
。
富
士
山
の
成
り
立
ち

や
森
の
移
り
変
わ
り
、
そ
こ
に
す
む
動

植
物
に
つ
い
て
、
自
然
解
説
員
の
説
明

を
聞
き
な
が
ら
、
森
の
素
晴
ら
し
さ
に

ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

期　

間　

７
月
６
日（
土
）、
７
日（
日
）、

13（
土
）～
15
日（
月
・
祝
）、
20（
土
）～

８
月
18
日（
日
）、
24
日（
土
）、
25
日

（
日
）、
31
日（
土
）

実
施
時
間　

10
時
～
、
11
時
～
、
13
時

～
、
14
時
～
、
15
時
～
※
１
回
約
50
分

対　

象　

ど
な
た
で
も（
参
加
無
料
）

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
が
、
10

名
以
上
の
場
合
は
事
前
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

そ
の
他　

荒
天
時
は
、
室
内
で
代
替
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
す
。

問
合
先	

富
士
山
科
学
研
究
所
教
育
・

情
報
担
当

　

☎
０
５
５
５（
72
）６
２
０
３

富
士
山
研
ま
つ
り
２
０
１
９

　

夏
休
み
恒
例
の
富
士
山
研
ま
つ
り
は
、

普
段
は
体
験
で
き
な
い
富
士
山
に
関
す

る
実
験
や
観
察
な
ど
、
親
子
で
楽
し
め

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
年

に
１
度
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
富
士
山
科
学

研
究
所
を
探
険
し
て
く
だ
さ
い
。
驚
き

の
体
験
が
あ
な
た
を
待
っ
て
い
る
！

日　

時　

８
月
10
日（
土
）９
時
30
分
～

16
時
30
分（
最
終
入
場
16
時
）

会　

場　

山
梨
県
富
士
山
科
学
研
究
所

対　

象　

ど
な
た
で
も（
入
場
無
料
）

問
合
先　

富
士
山
科
学
研
究
所
広
報
･

交
流
担
当

　

☎
０
５
５
５（
72
）６
２
０
６

夏
休
み
親
子
木
工
教
室
～
木

工
作
品
作
り
を
親
子
で
楽
し

く
体
験
し
よ
う
！
～

講
習
日　

８
月
開
講
予
定

対　

象　

親
子

※
大
人
の
方
の
み
の
参
加
も
可
能

場　

所　

富
士
吉
田
職
業
訓
練
協
会

　

講
習
日
や
時
間
、
受
講
料
な
ど
は
お

問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

富
士
吉
田
職
業
訓
練
協
会　

　

☎
０
５
５
５（
22
）５
２
１
４

　

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

http://fyoshidakunrenko.jp

桂
川
ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク
か

ら
お
知
ら
せ

生
き
も
の
展

　

里
山
の
生
き
も
の
に
注
目
し
た
展
示

や
、
昆
虫
観
察
、
生
き
も
の
観
察
プ
ロ
グ

ラ
ム
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。
展
示
は
平
日

で
も
自
由
に
閲
覧
可
能
で
す
。
詳
細
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

日　

程　

７
月
21
日（
日
）～
29
日（
月
）

場　

所　

里
山
交
流
館
内

定　

員　

な
し

※
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
し
て
は
当
日
申
込

参
加
費　

入
場
無
料

ハ
ー
ブ
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
～
粗
塩
と
色
と
り
ど
り
の

ハ
ー
ブ
花
で
作
る
、
モ
イ
ス
ト
ポ
プ
リ
～

　

ク
ラ
フ
ト
や
調
理
な
ど
、
ハ
ー
ブ
を

暮
ら
し
に
取
り
込
む
た
め
の
初
心
者
向

け
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

日　

時　

７
月
25
日（
木
）10
時
～
12
時

場　

所　

里
山
交
流
館
内

対　

象　

18
歳
以
上

定　

員　

15
名

参
加
費　

８
０
０
円

問
合
先　

桂
川
ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク

　

大
月
市
富
浜
町
鳥
沢
８
４
３
８　

　

☎（
20
）３
０
８
０
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都留市の気象
令和元年5月 平成30年5月 10 年間

の平均

最高気温（26）33.8℃
（16）

31.6℃
 

30.8℃

最低気温（8）2.5℃
（5）

4.8℃ 4.9℃

平均気温 17.0℃ 18.5℃ 17.3℃

降水日数 1.0㎜以上
7日

1.0㎜以上
7日

1.0㎜以上
7.0日

降 水 量 113.5㎜ 110.0㎜ 98.6㎜

平均湿度 65％ 59％ 61％

都留市消防署調べ（　）はその日

気温が上がり、暑い日
が多くなってきたね！
ホタルを見に行くとき
は虫刺されに注意して、
マナーを守ろうね！

大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
つ
る

都
留
文
科
大
学

市
民
公
開
講
座「
英
語
で
あ
そ
ぼ
う
！
」

　

上
原
明
子
教
授
と
学
生
に
よ
る「
小
学

生
向
け
の
英
語
講
座
」を
開
催
し
ま
す
。

英
語
を
使
っ
た「
ゲ
ー
ム
」や「
ク
イ
ズ
」

な
ど
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

あ
ま
り
英
語
に
触
れ
合
っ
た
こ
と
が

な
い
お
子
さ
ん
も
、
楽
し
く
英
語
と
触

れ
合
え
る
講
座
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

日　

時　

７
月
27
日（
土
）

　

10
時
30
分
～
12
時（
受
付
は
10
時
～
）

集
合
場
所　

都
留
文
科
大
学
３
号
館

　
　
　
　
　

４
階
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
前

対　

象　

小
学
生

定　

員　

30
名（
参
加
無
料
）

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
。

申
込
・
問
合
先

地
域
交
流
研
究
セ
ン
タ
ー

　

☎（
43
）４
３
４
１（
内
線
６
０
６
）

健
康
科
学
大
学

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
２
０
１
９

　

高
校
生
、
保
護
者
の
皆
さ
ま
な
ど
を
対

象
に『
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
２
０
１
９
』

を
開
催
し
ま
す
。

日　

時　

７
月
13
日（
土
）

　

富
士
山
キ
ャ
ン
パ
ス

　

11
時
～
15
時（
受
付
10
時
30
分
～
）

　

桂
川
キ
ャ
ン
パ
ス

　

13
時
～
15
時
30
分（
受
付
12
時
30
分
～
）

入
場
料　

無
料

申
込
方
法

①�

電
話
か
ら
の
申
込
。
電
話
に
て「
○
月
○

日
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
参
加
し

た
い
で
す
」と
一
言
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

②�

健
康
科
学
大
学
Ｈ
Ｐ（
２
０
１
９
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
）の
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
。

申
込
先　

健
康
科
学
大
学 

入
試
広
報
課

　

☎
０
５
５
５（
83
）５
２
４
０（
直
通
）

※
電
話
受
付
時
間  

平
日
９
時
～
17
時

義援金について
　市役所などで受け付けている日本赤十字社の義援金の受付期間
は次のとおりとなります。
北海道胆振東部震災義援金　　令和元年9月30日まで
熊本地震災害義援金　　　　　令和2年3月31日まで
東日本大震災義援金　　　　　令和2年3月31日まで
平成30年7月豪雨災害義援金     令和2年6月30日まで
義援金受付場所
市役所、いきいきプラザ都留、各地域コミュニティセンター、ま
ちづくり交流センター、市立病院、都留文科大学において窓口を
設置しております。

高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支
援

機
構
か
ら
お
知
ら
せ

「
求
職
者
支
援
訓
練
受
講
生
」募
集
中

対　

象　

雇
用
保
険
が
受
給
で
き
な
い

求
職
者
な
ど

受
講
料　

無
料
※
テ
キ
ス
ト
代
、
検
定

料
な
ど
は
自
己
負
担
で
す
。

訓
練
コ
ー
ス　

詳
細
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

に
設
置
さ
れ
て
い
る「
コ
ー
ス
案
内
」を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
都
留

　

☎（
43
）５
１
４
１

「
職
業
訓
練
受
講
者
」募
集
中

対　

象　

再
就
職
に
必
要
な
技
能
、
技

術
を
身
に
つ
け
た
い
方

コ
ー
ス　

機
械
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｎ
Ｃ
科
、
金

属
加
工
科
、
産
業
技
術
科
、
Ｉ
Ｔ
機
器

プ
ロ
ダ
ク
ト
科
な
ど

訓
練
期
間　

10
月
１
日
～
（
６
カ
月
）

訓
練
場
所　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
山
梨

　
（
甲
府
市
中
小
河
原
町
４
０
３
―
１
）

受
講
料　

無
料（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
実
費
）

そ
の
他　

無
料
託
児
サ
ー
ビ
ス
あ
り

申
込
方
法　

７
月
８
日
～
９
月
３
日
ま

で
に
住
所
ま
た
は
居
所
を
管
轄
す
る
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
山
梨

　

☎
０
５
５（
２
４
２
）３
０
６
６

女
性
の
た
め
の
も
の
づ
く
り
仕
事
セ
ミ
ナ
ー

日　

時　

７
月
24
日（
水
）９
時
15
分
～

会　

場　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
山
梨

定　

員　

25
名（
参
加
無
料
）

対　

象　

就
職
を
希
望
す
る
女
性

内　

容　

訓
練
コ
ー
ス
紹
介
、
も
の
づ

く
り
関
連
職
種
で
活
躍
す
る
女
性
か
ら

の
講
話
・
質
問
及
び
意
見
交
換
な
ど

そ
の
他　

無
料
託
児
サ
ー
ビ
ス
あ
り

申
込
・
問
合
先

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
山
梨

　

☎
０
５
５（
２
４
２
）３
０
６
６

健
康
ジ
ム
か
ら
の
お
知
ら
せ

ズ
ン
バ
教
室

日　

時　

７
月
17
日（
水
）15
時
～
16
時

参
加
料　

４
０
０
円（
別
途
利
用
料
）

対　

象　

高
校
生
以
上 

20
名

キ
ッ
ズ
・
ジ
ュ
ニ
ア
走
り
方
教
室

日　

時　

７
月
14
日（
日
）

　

幼
児
ク
ラ
ス　
　

10
時
～
11
時

　

小
学
生
ク
ラ
ス　

11
時
～
12
時

参
加
料　

４
０
０
円（
別
途
利
用
料
）

対　

象　

幼
児
、
小
学
生　

各
10
名

キ
ッ
ズ
・
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
塾

日　

時　

７
月
28
日（
日
）

　

幼
児
ク
ラ
ス　
　

10
時
～
11
時

　

小
学
生
ク
ラ
ス　

11
時
～
12
時

参
加
料　

４
０
０
円（
別
途
利
用
料
）

対　

象　

幼
児
、
小
学
生
各
10
名

※
そ
れ
ぞ
れ
内
履
き
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

共
通
問
合
先　

都
留
市
健
康
ジ
ム

　

☎（
45
）４
１
１
１

健
康
ジ
ム
プ
ロ
グ
ラ
ム

産
業
技
術
短
期
大
学
校

能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー

８
月
開
講
講
座

・
宅
地
建
物
取
引
士〔
Ⅰ
〕

・
宅
地
建
物
取
引
士〔
Ⅱ
〕

・
品
質
管
理
の
基
礎

９
月
開
講
講
座

・
エ
ク
セ
ル
基
礎（
第
２
回
）

・
エ
ク
セ
ル
応
用

・
商
業
簿
記
３
級（
前
編
）

・
は
じ
め
て
の
シ
ー
ケ
ン
サ（
Ｐ
Ｌ
Ｃ
）

ワ
ク
ド
キ
ち
ゃ
れ
ん
じ

「
小
学
生
も
の
づ
く
り
フ
ェ
ス
タ
」

　

小
学
生
に
も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

日　

時　

8
月
25
日（
日
）

　
　
　

９
時
30
分
～
11
時
30
分（
受
付
9
時
）

場　

所　

産
業
技
術
短
期
大
学
校

　
　
　
　

都
留
キ
ャ
ン
パ
ス

内　

容

・�

コ
ッ
プ
ロ
ボ
ッ
ト
障
害
物
競
走

・�

プ
チ
電
車
に
自
動
ブ
レ
ー
キ
を
搭
載

し
て
、
県
内
最
大
級
の
プ
チ
レ
ー
ル
を

走
行
し
よ
う
!!

・�

金
属
加
工
に
ト
ラ
イ
！
メ
ッ
セ
ー
ジ

ス
タ
ン
プ
を
つ
く
ろ
う　

な
ど

そ
の
他　

定
員
あ
り
。
参
加
費
無
料
。

製
作
物
は
お
持
ち
帰
り
で
き
ま
す
。
要

申
し
込
み
。（
申
込
締
切
日
８
月
２
日
）

申
込
・
問
合
先　

県
立
産
業
技
術
短
期

大
学
校 

都
留
キ
ャ
ン
パ
ス

　

☎（
43
）８
９
１
１

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

http://w
w

w
.yitjc.ac.jp
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市内で活躍する『人」・『団体」、市内の『出来事」
などにスポットをあて、ご紹介するコーナーです。

井上 博之さんが消防庁長官表彰を受賞されました！

谷村第一小学校にて人権の花運動が行われました！

都留ライオンズクラブより時計を寄贈していただきました！
　

都
留
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
よ
り
時
計
を
寄

贈
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
贈
呈
式
を
５
月
27
日

（
月
）に
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
寄
贈
は
本
市
が
市
制
施
行
65
周
年

を
迎
え
た
こ
と
を
記
念
す
る
と
と
も
に
、
都

留
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
創
立
60
周
年
事
業

の
一
環
と
し
て
、
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
も

の
で
す
。

　

寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
時
計
は
、
市
庁
舎

前
駐
車
場
に
あ
っ
た
故
障
し
て
い
た
時
計
塔

の
時
計
部
分
と
交
換
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

都
留
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ま
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！
今
後
も
本
市
の

発
展
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

５
月
29
日（
水
）、
谷
村
第
一
小
学
校
の
体

育
館
に
て
、
山
梨
県
人
権
啓
発
活
動
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
協
議
会
よ
り
人
権
の
花
贈
呈
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
児
童
た
ち
が
協
力
し
て
花
を

栽
培
・
育
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
い
た
わ
り
、

思
い
や
り
の
気
持
ち
を
育
み
、
命
の
大
切
さ

な
ど
を
学
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て

実
施
し
て
い
ま
す
。
贈
呈
式
終
了
後
、
校
庭

に
出
て
、
花

の
種
と
人
権

に
対
す
る

メ
ッ
セ
ー
ジ

を
つ
け
た
風

船
を
飛
ば
す

イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
ま
し

た
。

　

井
上 

博
之
さ
ん
が
消
防
庁
長
官
表
彰
を

受
賞
さ
れ
、
そ
の
報
告
が
６
月
４
日（
火
）、

市
長
公
室
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

井
上
さ
ん
は
家
業
で
あ
る
給
油
取
扱
所
で

勤
務
す
る
か
た
わ
ら
、
長
年
に
わ
た
り
都
留

危
険
物
安
全
協
会
の
理
事
を
務
め
、
地
域
の

防
火
・
防
災
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
て
き

ま
し
た
。
平
成
24
年
か
ら
現
職
の
会
長
に
就

任
し
、
平
成
25
年
か
ら
山
梨
県
の
危
険
物
安

全
協
会
の
理
事
も
併
任
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
の
功
績
が
認

め
ら
れ
、
消
防
庁
長
官
表
彰
を
受
賞
す
る
に

至
り
ま
し
た
。

　

井
上
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
！
今
後
も
本
市
の
安
全
・
安
心
な
街
づ
く

り
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　 R 1 . 7 . 1 3 4



Ｒ1.6.1 現在
　男　 14,875 人  （－9）
　女　 15,436 人  （－41）
　計　 30,311 人  （－50）
世帯数 13,079 世帯（＋19)

都留市の人口

わたくしたち都留市民は
　○健康で明るいまちにいたします。
　○自然を愛し、美しいまちをつくります。
　○文化都市にふさわしい豊かなまちを築きます。
　○たのしく働き、活気ある産業のまちに育てます。
　○たがいに信じ、協力し、平和なまちをつくります。

都留市民憲章７月の納税

「都留愛球」が県大会で優勝！

固定資産税（第2 期）
国民健康保険税（第1期）
介護保険料（第1 期）
後期高齢者医療保険料

（第1 期）

　

５
月
26
日（
日
）、
甲
斐
市
の
敷
島
体
育
館

に
お
い
て
第
50
回
記
念
全
国
マ
マ
さ
ん
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
県
予
選
中
央
大
会
が
行
わ

れ
、
郡
内
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
で
出
場
し
た
市
内

の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム「
都
留
愛
球
」が
優

勝
し
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
８
月
１
日（
木
）～
４
日（
日
）

に
奈
良
県
で
行
わ
れ
る
全
国
大
会
に
山
梨
県

代
表
と
し
て
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

　

キ
ャ
プ
テ
ン
の
亀
田
め
ぐ
み
さ
ん
は「
薬

袋 

仁
コ
ー
チ
を
は
じ
め
、
熱
意
あ
る
指
導

者
方
に
も
恵
ま
れ
、
家
族
の
理
解
と
協
力
の

元
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
週
２
回
の
練
習

に
励
ん
で
い
ま
す
。
記
念
す
べ
き
50
回
目
の

全
国
大
会
で
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
て
頑
張

り
た
い
で
す
。」と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

都
留
愛
球
の
皆
さ
ん
、
優
勝
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
全
国
大
会
も
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
！

「東桂バレーボール スポーツ少年団」が県大会で優勝！

桂林寺に睡蓮の花が咲きました！
　

６
月
上
旬
、
金
井
に
あ
る
桂
林
寺
の
本
堂

裏
の
池
に
睡
蓮
の
花
が
咲
き
始
め
ま
し
た
。

　

睡
蓮
の
花
は
日
中
、
陽
の
高
い
時
間
帯
に

多
く
咲
き
、
夕
方
前
に
閉
じ
て
し
ま
い
ま
す

の
で
、
鑑
賞
は
正
午
前
後
が
お
勧
め
で
す
。

　

桂
林
寺
で
は
今
回
紹
介
し
た
睡
蓮
の
花
の

ほ
か
に
、
桜
や
桃
の
花
な
ど
も
見
ご
ろ
の
時

期
に
は
大
変
き
れ
い
に
咲
き
誇
り
ま
す
。

　

ご
住
職
の
ご
厚
意
で
見
学
は
自
由
に
で
き

ま
す
の
で
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
、
神
秘
的
な
風

景
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

　

第
39
回
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
小
学
生

大
会
山
梨
県
予
選
会
女
子
の
部
が
５
月
26

日（
日
）、
６
月
２
日（
日
）
に
開
催
さ
れ
、

「
東
桂
バ
レ
ー
ボ
ー
ル 

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
」

が
見
事
優
勝
に
輝
き
、
優
勝
報
告
会
が
６

月
19
日（
水
）に
市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

報
告
会
の
中
で
キ
ャ
プ
テ
ン
の
横
山
さ

ん
は「
全
国
で
は
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
１

勝
で
も
多
く
勝
ち
、
悔
い
の
残
ら
な
い
よ

う
頑
張
り
た
い
で
す
。」
と
、
力
強
く
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
選
手
の
皆
さ
ん
は
８
月
に
東
京

都
内
な
ど
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
へ
出

場
し
ま
す
。

　

選
手
の
皆
さ
ん
、
優
勝
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
全
国
大
会
で
も
練
習
の
成
果

を
発
揮
し
、
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
て
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
！

※
睡
蓮
の
花
は
一
般
的
に
６
月
上
旬
か
ら
７

月
上
旬
ま
で
が
見
ご
ろ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

広
報
が
お
手
元
に
届
く
こ
ろ
に
は
開
花
の

ピ
ー
ク
が
過
ぎ
て
し
ま
う
場
合
も
あ
り
ま
す

が
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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令和元年（2019）

約100年。
両時代の時間経過は、

　
こ
の
写
真
は
大
正
初
期
に
撮
影
さ
れ

た
、
院
辺
橋
か
ら
羽
根
子
に
向
か
う
道
路

脇
に
建
っ
て
い
た
火
の
見
櫓（
ひ
の
み
や

ぐ
ら
）の
写
真
で
す
。

　
こ
の
火
の
見
櫓
は
、
昭
和
初
期
頃
に
は

取
り
壊
さ
れ
て
太
平
洋
戦
争
の
際
、
供
出

さ
れ
た
と
言
わ
れ
、
現
在
は
地
元
の
消
防

団
の
倉
庫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
地
元
の
方
の
話
に
よ
る
と
、
明
治
時
代

に
建
設
さ
れ
た
東
京
電
力
の
鉄
塔
を
解
体

し
た
際
、
鉄
塔
に
は
良
質
な
鋼
材
が
使
用

さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
そ
の
部

材
を
用
い
て
大
正
初
期
頃
に
火
の
見
櫓
を

建
て
た
と
言
わ
れ
、
こ
の
古
写
真
は
火
の

見
櫓
の
建
造
を
記
念
し
て
撮
影
さ
れ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。

　
変
わ
ら
な
い
よ
う
で
い
て
、
こ
ん
な
に

も
違
う
私
た
ち
の
身
近
な
風
景
。
時
間
の

流
れ
を
感
じ
ま
せ
ん
か
。

ま
ち
は
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
人
も
ま
た
、

変
わ
り
ま
す
。
過
ぎ
去
り
し
日
の
写
真
と
、

現
在
の
写
真
を
並
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

何
か
が
、
見
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

第107回
　『火の見櫓（羽根子）』

都留市役所開庁日のご案内
　月曜日～金曜日
　　8：30 ～ 17：15（祝日は閉庁）
　水曜日は市民課・税務課のみ
　　19：00 まで開庁

ミュージアム都留夏季企画展

「遊び心と細密美－根付
　　欧米を魅了した

小さなアート」

は、７月 13 日（土）～９月
15日（日）まで開催します。
詳細は本紙 22ページをご覧く
ださい。

広報つるを
スマホへ配信！

今すぐアプリを
ダウンロード！

（iOS、アンドロイド対応）

大
正
初
期
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